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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

12
月
26
日（
土
）・12
月
27
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
木
）・
18
日（
金
）・
２5
日

（
金
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8
日（
金
）・
20
日（
水
）・
２8
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
６
期

介
護
保
険
料
６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
６
期

納
期
限
は
１２
月
２５
日（
金
）で
す

月
12

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

12
月
の
支
払
日

1
月
の
支
払
日

荒船風穴経営母体「春秋館」が国史跡に指定
P13 に詳細を記載しています。

1212

人口
　男
　女
世帯

（　10）
（　 6）
（　 4）
（　 0）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,048人
3,463人
3,585人
3,292世帯

転入  11人/  出生 1人
転出  7人/  死亡 15人

（11月1日現在）

（10月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
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人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年２０２０年 No776

月月

下仁田プライド in

先人の功績を

継承する文化財

10月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（勝　良）　
（正　彰）　
（利　子）
（建　已）　
（新太郎）
（　亘　）
（喜八郎）　
（伸　二）
（　昇　）　
（博　和）
（武　二）
（界　進）
（イチ子）
（　和　）　

吉　崎
城　西
吉　崎
矢　川
宮　室
西野牧
市ノ萱
上青倉
南野牧
蒔　田
矢　川
川　井
下　町
仲　町

岩﨑　歌野
直井　幸夫
神戸　清治
佐藤　花枝
佐藤　でん
佐藤　今子
黛　　加代子
神戸　德子
丹羽　初夫
下山　髙四郎
岡田　かをる
遠田　きよ
飯野　清一
小金澤　恒雄
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告
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富
岡
甘
楽
新
型
コ
ロ
ナ
発
熱
外
来

の
拡
充
に
伴
い
、
休
日
診
療
所
は
令

和
３
年
２
月
28
日
（
日
）
ま
で
休
止

に
な
り
ま
す
。

※

発
熱
以
外
の
休
日
診
療
は
、
公
立

富
岡
総
合
病
院
で
受
け
持
ち
ま
す
。

た
だ
し
、「
時
間
外
選
定
療
養
費
３
，３

2
月
28
日
（
日
）
ま
で

休
日
診
療
所
の
診
療
一
時
休
止

０
０
円（
税
込
み
）」が
か
か
り
ま
す
。

※

小
児
科
の
受
診
は
、
「
小
児
科
病

院
群
輪
番
制
」
の
当
番
病
院
で
の
受

診
と
な
り
ま
す
。
（
参
考
：
Ｐ
23
）

「
公
立
富
岡
総
合
病
院
休
日
の
小
児

救
急
医
療
」

　
群
馬
県
で
は
、
発
熱
患
者
等
が
受

診
に
迷
わ
な
い
よ
う
、
適
切
な
相
談

に
応
じ
る
た
め
「
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
」
（
県
保
健
所
）
の
代
表
電
話

窓
口
と
し
て
「
群
馬
県
受
診
・
相
談

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
11
月
１
日
か

ら
設
置
し
、
24
時
間
体
制
で
電
話
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
窓
口
電
話
番
号

☎
０
５
７
０―

０
８
２―

８
２
０
　

「
群
馬
県
受
診
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
　

「
群
馬
県
受
診
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

お
よ
び
「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

●
受
付
相
談
内
容

（
１
）
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
相

談
者
（
発
熱
患
者
等
）
に
、
診
療
・

検
査
外
来
（
発
熱
等
診
療
外
来
）
を

案
内
し
ま
す
。

（
２
）
家
庭
内
で
の
感
染
対
策
や
受

診
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
な
ど
の

保
健
指
導
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
一
般
相
談
に
も

対
応
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
に
備
え
、
現
在
行
っ
て
い
る
発
熱

外
来
を
拡
充
し
ま
す
。
小
学
生
以
上

の
者
で
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
発
熱
外
来
の
受
診
と
な
り
ま

す
。
発
熱
外
来
は
『
完
全
予
約
制
』

で
す
の
で
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

や
近
く
の
医
療
機
関
へ
電
話
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
か
か
り
つ

け
医
が
い
な
い
場
合
に
は
、
「
群
馬

県
受
診
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間

令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

●
診
療
時
間
　月
曜
日
か
ら
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

日
曜
日
・
祝
日

午
前
９
時
か
ら
12
時

●
発
熱
外
来
受
診
方
法

※

完
全
予
約
制

①
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
近
く
の
医

療
機
関
に
電
話
で
相
談
す
る
。

②
医
師
に
よ
る
電
話
診
療
を
受
け
る
。

③
医
師
が
判
断
し
、
医
療
機
関
が
発

熱
外
来
の
紹
介
・
予
約
を
す
る
。

④
医
療
機
関
か
ら
通
知
さ
れ
た
受
診

日
時
に
「
富
岡
甘
楽
新
型
コ
ロ
ナ
発

熱
外
来
」
を
受
診
す
る
。

※

日
曜
・
祝
日
や
医
療
機
関
の
診
療

時
間
外
で
緊
急
時
（
発
熱
以
外
）

は
、
休
日
診
療
所
は
休
止
し
て
い
る

た
め
、
下
仁
田
厚
生
病
院
（
☎
82―

３
５
５
５
）
ま
た
は
富
岡
総
合
病
院

救
急
外
来
（
☎
63―
２
１
１
１
・
時

間
外
選
定
診
療
費
が
か
か
り
ま

す
。
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

発
熱
症
状
が
あ
る
場
合

　
持
病
が
あ
る
な
ど
定
期
的
な
通
院

や
、
予
防
接
種
や
健
診
、
急
な
体
調

不
良
な
ど
の
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
に
関
し
て
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
事
前
に
電
話
で
医
療
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

発
熱
症
状
が
無
い
場
合

「道路などの漏水」は下記へご連絡ください!

平日
午前８時３０分～午後５時１５分

休日
及び夜間

下仁田町役場
（建設水道課）
☎64-8808

▼町内水道指定工事事業者一覧表（令和2年9月30日現在）

㈲石井ライフ工業

㈲今井水道ガス工事店

榊原水道

㈲今井鉄建設備

デザイン工業㈲

茂木燃料店

㈲小板橋設備

瀬間水道工事店

大字吉崎160-2

大字川井38-3

大字馬山1260

大字吉崎74-4

大字西野牧5809-1

大字下仁田563-2

大字南野牧8252

大字馬山925

☎82-2762

☎82-2654

☎82-2896

☎82-5744

☎84-3131

☎82-2331

☎84-2409

☎82-4601

事業者名 電話番号

☎84-2068

☎82-5166

☎82-4260

☎82-4011

☎82-3019

☎82-5760

☎82-4103

☎82-5516

電話番号住　　所

大字西野牧14105

大字栗山101-2

大字馬山甲4906

大字中小坂2980-2

大字白山197-1

大字馬山4141-34

大字馬山2025-1

大字青倉1957-1

住　　所

※紙面の都合上、町内業者のみ掲載してあります

武藤水道

㈲今井土木

㈲下山工業

寒河江設備

㈲下南興業社

㈲神戸造園

土屋設備

㈲黒沢組

事業者名

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

年末年始業務のお知らせ

下仁田町役場
保健センター
下仁田町歴史館
自然史館

ごみ処理業務収集㈲エコトピア
火葬場

し尿汲み取り・浄化槽清掃
㈲ 下南興業社
㈲荒船環境興業

28日㈪
令和２年12月 令和３年1月

12月29日～1月3日まで休庁
12月29日～1月3日まで休館
12月28日～1月4日まで休館
12月29日～1月4日まで休館

◯
◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯
◯ ◯×
◯ ◯ ◯ ◯◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯

12月30日～1月3日まで休業

12月31日～1月3日まで休業
1月1日～1月3日まで休業

12月29日～1月4日まで休業

（注）年末の申し込みは、11日（金）までにお願いします。

※12月29日（火）・30日（水）は、午前8時30分から午後4時まで「燃えるゴミ」に限り受け入れます。
※土・日・祝祭日は、焼却場への持込はできません。

29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮元旦 2日㈯ 3日㈰ 4日㈪ 5日㈫

焼却場

しもにたバス

下仁田厚生病院

12月29日～1月3日まで休館
※ただし、図書の貸出しは26日㈯まで

12月30日～1月3日まで運休
※29日は土・日・祝日ダイヤで運行

12月29日～1月3日まで休診
※ただし、急患は対応します

公民館・図書館

行政情報行政情報



今
後
の
地
域
診
療
体
制
に
つ
い
て

今
後
の
地
域
診
療
体
制
に
つ
い
て

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

　
富
岡
甘
楽
新
型
コ
ロ
ナ
発
熱
外
来

の
拡
充
に
伴
い
、
休
日
診
療
所
は
令

和
３
年
２
月
28
日
（
日
）
ま
で
休
止

に
な
り
ま
す
。

※

発
熱
以
外
の
休
日
診
療
は
、
公
立

富
岡
総
合
病
院
で
受
け
持
ち
ま
す
。

た
だ
し
、「
時
間
外
選
定
療
養
費
３
，３

2
月
28
日
（
日
）
ま
で

休
日
診
療
所
の
診
療
一
時
休
止

０
０
円（
税
込
み
）」が
か
か
り
ま
す
。

※

小
児
科
の
受
診
は
、
「
小
児
科
病

院
群
輪
番
制
」
の
当
番
病
院
で
の
受

診
と
な
り
ま
す
。
（
参
考
：
Ｐ
23
）

「
公
立
富
岡
総
合
病
院
休
日
の
小
児

救
急
医
療
」

　
群
馬
県
で
は
、
発
熱
患
者
等
が
受

診
に
迷
わ
な
い
よ
う
、
適
切
な
相
談

に
応
じ
る
た
め
「
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
」
（
県
保
健
所
）
の
代
表
電
話

窓
口
と
し
て
「
群
馬
県
受
診
・
相
談

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
11
月
１
日
か

ら
設
置
し
、
24
時
間
体
制
で
電
話
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
窓
口
電
話
番
号

☎
０
５
７
０―

０
８
２―

８
２
０
　

「
群
馬
県
受
診
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
　

「
群
馬
県
受
診
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

お
よ
び
「
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

●
受
付
相
談
内
容

（
１
）
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
相

談
者
（
発
熱
患
者
等
）
に
、
診
療
・

検
査
外
来
（
発
熱
等
診
療
外
来
）
を

案
内
し
ま
す
。

（
２
）
家
庭
内
で
の
感
染
対
策
や
受

診
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
な
ど
の

保
健
指
導
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
一
般
相
談
に
も

対
応
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
に
備
え
、
現
在
行
っ
て
い
る
発
熱

外
来
を
拡
充
し
ま
す
。
小
学
生
以
上

の
者
で
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
発
熱
外
来
の
受
診
と
な
り
ま

す
。
発
熱
外
来
は
『
完
全
予
約
制
』

で
す
の
で
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

や
近
く
の
医
療
機
関
へ
電
話
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
か
か
り
つ

け
医
が
い
な
い
場
合
に
は
、
「
群
馬

県
受
診
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間

令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

●
診
療
時
間
　月
曜
日
か
ら
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

日
曜
日
・
祝
日

午
前
９
時
か
ら
12
時

●
発
熱
外
来
受
診
方
法

※

完
全
予
約
制

①
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
近
く
の
医

療
機
関
に
電
話
で
相
談
す
る
。

②
医
師
に
よ
る
電
話
診
療
を
受
け
る
。

③
医
師
が
判
断
し
、
医
療
機
関
が
発

熱
外
来
の
紹
介
・
予
約
を
す
る
。

④
医
療
機
関
か
ら
通
知
さ
れ
た
受
診

日
時
に
「
富
岡
甘
楽
新
型
コ
ロ
ナ
発

熱
外
来
」
を
受
診
す
る
。

※

日
曜
・
祝
日
や
医
療
機
関
の
診
療

時
間
外
で
緊
急
時
（
発
熱
以
外
）

は
、
休
日
診
療
所
は
休
止
し
て
い
る

た
め
、
下
仁
田
厚
生
病
院
（
☎
82―

３
５
５
５
）
ま
た
は
富
岡
総
合
病
院

救
急
外
来
（
☎
63―

２
１
１
１
・
時

間
外
選
定
診
療
費
が
か
か
り
ま

す
。
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

発
熱
症
状
が
あ
る
場
合

　
持
病
が
あ
る
な
ど
定
期
的
な
通
院

や
、
予
防
接
種
や
健
診
、
急
な
体
調

不
良
な
ど
の
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
に
関
し
て
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
事
前
に
電
話
で
医
療
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

発
熱
症
状
が
無
い
場
合

「道路などの漏水」は下記へご連絡ください!

平日
午前８時３０分～午後５時１５分

休日
及び夜間

下仁田町役場
（建設水道課）
☎64-8808

▼町内水道指定工事事業者一覧表（令和2年9月30日現在）

㈲石井ライフ工業

㈲今井水道ガス工事店

榊原水道

㈲今井鉄建設備

デザイン工業㈲

茂木燃料店

㈲小板橋設備

瀬間水道工事店

大字吉崎160-2

大字川井38-3

大字馬山1260

大字吉崎74-4

大字西野牧5809-1

大字下仁田563-2

大字南野牧8252

大字馬山925

☎82-2762

☎82-2654

☎82-2896

☎82-5744

☎84-3131

☎82-2331

☎84-2409

☎82-4601

事業者名 電話番号

☎84-2068

☎82-5166

☎82-4260

☎82-4011

☎82-3019

☎82-5760

☎82-4103

☎82-5516

電話番号住　　所

大字西野牧14105

大字栗山101-2

大字馬山甲4906

大字中小坂2980-2

大字白山197-1

大字馬山4141-34

大字馬山2025-1

大字青倉1957-1

住　　所

※紙面の都合上、町内業者のみ掲載してあります

武藤水道

㈲今井土木

㈲下山工業

寒河江設備

㈲下南興業社

㈲神戸造園

土屋設備

㈲黒沢組

事業者名

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

下仁田町役場
☎８２-2111
（宿直・日直）

年末年始業務のお知らせ

下仁田町役場
保健センター
下仁田町歴史館
自然史館

ごみ処理業務収集㈲エコトピア
火葬場

し尿汲み取り・浄化槽清掃
㈲ 下南興業社
㈲荒船環境興業

28日㈪
令和２年12月 令和３年1月

12月29日～1月3日まで休庁
12月29日～1月3日まで休館
12月28日～1月4日まで休館
12月29日～1月4日まで休館

◯
◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯
◯ ◯×
◯ ◯ ◯ ◯◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯

12月30日～1月3日まで休業

12月31日～1月3日まで休業
1月1日～1月3日まで休業

12月29日～1月4日まで休業

（注）年末の申し込みは、11日（金）までにお願いします。

※12月29日（火）・30日（水）は、午前8時30分から午後4時まで「燃えるゴミ」に限り受け入れます。
※土・日・祝祭日は、焼却場への持込はできません。

29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮元旦 2日㈯ 3日㈰ 4日㈪ 5日㈫

焼却場

しもにたバス

下仁田厚生病院

12月29日～1月3日まで休館
※ただし、図書の貸出しは26日㈯まで

12月30日～1月3日まで運休
※29日は土・日・祝日ダイヤで運行

12月29日～1月3日まで休診
※ただし、急患は対応します

公民館・図書館

行政情報行政情報
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行政情報行政情報

収益的収入および支出
2億4,802万円
9,839万円

2億4,887万円
5,534万円

資本的収入および支出
9,553万円
3,047万円

1億6,366万円
7,855万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

水道事業
給水戸数　3,422戸

町
が
経
営
す
る
水
道
事
業
の
会
計
で
す
。

公
営
企
業
の
業
務
状
況

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用

す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

業
務
委
託
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。
対

象
地
区
の
本
管
埋
設
位
置
・
各
戸
の

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い

て
委
託
業
者
が
伺
い
調
査
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
12
月
初
旬
〜
１
月
末
日

●
調
査
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
宅
地
内
・
道
路
内
）

午
後
１０
時
〜
午
前
５
時
（
道
路
内
）

●
対
象
地
区

下
仁
田
町
大
字
青
倉
・
大
桑
原
・
宮

室
・
風
口
・
下
郷

●
委
託
業
者

㈱
サ
ン
ス
イ
　
北
関
東
支
店

※

調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証

（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め

る
か
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

●
調
査
費
用
　
無
料
（
調
査
に
関
す

る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課

水
道
係
　
☎
64―

８
８
０
８

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
在
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ

り
積
極
的
に
お
す
す
め
す
る
こ
と
を

一
時
的
に
や
め
て
い
る
状
況
で
す

が
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
下

記
の
と
お
り
公
費
で
の
接
種
が
可
能

で
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　

　
満
12
歳
か
ら
16
歳
と
な
る
日
の
属

す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
あ
る
女
子

（
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相

当
）

※

（
標
準
的
な
接
種
期
間
：
中
学
１

年
生
）

●
接
種
費
用
　
無
料

●
接
種
回
数
　
３
回

●
接
種
方
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
、
予
診

票
と
指
定
医
療
機
関
一
覧
を
受
け
取

る②
保
護
者
が
指
定
医
療
機
関
に
予
約

し
、
接
種
す
る

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
82―

５
４
９
０

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

予算の執行状況

令
和
２
年
９
月
30
日
現
在

　
毎
年
恒
例
の
新
年
互
例
会
は
、

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
』

予
防
の
た
め
、
令
和
３
年
開
催
を
中

止
い
た
し
ま
す
。
冬
季
に
お
け
る
感

染
者
の
全
国
的
な
増
加
、
高
齢
化
率

の
高
い
当
地
域
で
の
緊
張
感
を
持
っ

た
保
健
衛
生
対
策
な
ど
、
地
域
に
ウ

イ
ル
ス
が
侵
入
・
拡
大
し
な
い
た
め

の
対
策
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き

た
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
秘
書
係

☎
82―

２
１
１
１

令
和
3
年
新
年
互
例
会
は
中
止
い
た
し
ま
す

令和２年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

国庫支出金

町税

町債

県支出金

各種交付金

繰入金

その他

予算現額　 
9億4,480万円
1億4,617万円
13億6,646万円

9,434万円

収入済額　
3億4,484万円
6,402万円

6億4,257万円
1,604万円

収入率
36.5%
43.8%
47.0%
17.0%

支出済額　
3億1,707万円
4,215万円

5億7,438万円
1,642万円

支出執行率
33.6%
28.8%
42.0%
17.4%

0 5億円 10億円 15億円 20億円 25億円

　今年度の上半期（4月1日から9月30日）の財政状況を公表します。 
　一般会計の当初予算額は51億7,600万円でしたが、その後の補正予算（11億4,419万円・主に
新型コロナウイルス感染症対策関係）と前年度の繰越事業分（歳入5億2,636万円・主に台風19
号災害復旧関係）を合わせて9月30日の予算現額は68億4,655万円となっております。

歳　入

特別会計
　 区 　 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

24億8,289万円
16億8,065万円

8億1,707万円
4億7,721万円

1億1,229万円

7億9,480万円
0万円

0万円

4億0,961万円
5,296万円

2億3,162万円
1億3,578万円

17億2,782万円
8億5,781万円

2億7,045万円
1億5,951万円

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

68億4,655万円
33億6,392万円
49.1%
収入済額
予算現額

民生費

総務費

衛生費

公債費

災害復旧費

土木費

教育費

農林水産費

消防費

商工費

議会費等

0 2億円 4億円 6億円 12億円10億円 14億円 18億円8億円 16億円

歳　出
17億9,726万円

11億7,730万円
11億0,193万円

3億2,801万円

3億6,893万円
7,398万円

7億8,389万円
4億3,781万円

4億9,371万円
1億2,241万円

6億9,550万円
3億1,913万円

5億5,295万円
1億1,261万円

4億7,408万円
2億0,045万円

3億6,795万円
1億5,190万円
1億2,441万円

3,658万円
8,594万円

3,995万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

68億4,655万円
30億0,013万円
43.8%
支出済額
予算現額

下
仁
田
町
応
援
商
品
券 

有
効
期
限
は
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

お
忘
れ
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

行政情報行政情報

収益的収入および支出
2億4,802万円
9,839万円

2億4,887万円
5,534万円

資本的収入および支出
9,553万円
3,047万円

1億6,366万円
7,855万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

水道事業
給水戸数　3,422戸

町
が
経
営
す
る
水
道
事
業
の
会
計
で
す
。

公
営
企
業
の
業
務
状
況

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用

す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

業
務
委
託
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。
対

象
地
区
の
本
管
埋
設
位
置
・
各
戸
の

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い

て
委
託
業
者
が
伺
い
調
査
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
12
月
初
旬
〜
１
月
末
日

●
調
査
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
宅
地
内
・
道
路
内
）

午
後
１０
時
〜
午
前
５
時
（
道
路
内
）

●
対
象
地
区

下
仁
田
町
大
字
青
倉
・
大
桑
原
・
宮

室
・
風
口
・
下
郷

●
委
託
業
者

㈱
サ
ン
ス
イ
　
北
関
東
支
店

※

調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証

（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め

る
か
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

●
調
査
費
用
　
無
料
（
調
査
に
関
す

る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課

水
道
係
　
☎
64―

８
８
０
８

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
在
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ

り
積
極
的
に
お
す
す
め
す
る
こ
と
を

一
時
的
に
や
め
て
い
る
状
況
で
す

が
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
下

記
の
と
お
り
公
費
で
の
接
種
が
可
能

で
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　

　
満
12
歳
か
ら
16
歳
と
な
る
日
の
属

す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
あ
る
女
子

（
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相

当
）

※

（
標
準
的
な
接
種
期
間
：
中
学
１

年
生
）

●
接
種
費
用
　
無
料

●
接
種
回
数
　
３
回

●
接
種
方
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
、
予
診

票
と
指
定
医
療
機
関
一
覧
を
受
け
取

る②
保
護
者
が
指
定
医
療
機
関
に
予
約

し
、
接
種
す
る

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
82―

５
４
９
０

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

予算の執行状況

令
和
２
年
９
月
30
日
現
在

　
毎
年
恒
例
の
新
年
互
例
会
は
、

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
』

予
防
の
た
め
、
令
和
３
年
開
催
を
中

止
い
た
し
ま
す
。
冬
季
に
お
け
る
感

染
者
の
全
国
的
な
増
加
、
高
齢
化
率

の
高
い
当
地
域
で
の
緊
張
感
を
持
っ

た
保
健
衛
生
対
策
な
ど
、
地
域
に
ウ

イ
ル
ス
が
侵
入
・
拡
大
し
な
い
た
め

の
対
策
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き

た
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
秘
書
係

☎
82―

２
１
１
１

令
和
3
年
新
年
互
例
会
は
中
止
い
た
し
ま
す

令和２年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

国庫支出金

町税

町債

県支出金

各種交付金

繰入金

その他

予算現額　 
9億4,480万円
1億4,617万円
13億6,646万円

9,434万円

収入済額　
3億4,484万円
6,402万円

6億4,257万円
1,604万円

収入率
36.5%
43.8%
47.0%
17.0%

支出済額　
3億1,707万円
4,215万円

5億7,438万円
1,642万円

支出執行率
33.6%
28.8%
42.0%
17.4%

0 5億円 10億円 15億円 20億円 25億円

　今年度の上半期（4月1日から9月30日）の財政状況を公表します。 
　一般会計の当初予算額は51億7,600万円でしたが、その後の補正予算（11億4,419万円・主に
新型コロナウイルス感染症対策関係）と前年度の繰越事業分（歳入5億2,636万円・主に台風19
号災害復旧関係）を合わせて9月30日の予算現額は68億4,655万円となっております。

歳　入

特別会計
　 区 　 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

24億8,289万円
16億8,065万円

8億1,707万円
4億7,721万円

1億1,229万円

7億9,480万円
0万円

0万円

4億0,961万円
5,296万円

2億3,162万円
1億3,578万円

17億2,782万円
8億5,781万円

2億7,045万円
1億5,951万円

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

68億4,655万円
33億6,392万円
49.1%
収入済額
予算現額

民生費

総務費

衛生費

公債費

災害復旧費

土木費

教育費

農林水産費

消防費

商工費

議会費等

0 2億円 4億円 6億円 12億円10億円 14億円 18億円8億円 16億円

歳　出
17億9,726万円

11億7,730万円
11億0,193万円

3億2,801万円

3億6,893万円
7,398万円

7億8,389万円
4億3,781万円

4億9,371万円
1億2,241万円

6億9,550万円
3億1,913万円

5億5,295万円
1億1,261万円

4億7,408万円
2億0,045万円

3億6,795万円
1億5,190万円
1億2,441万円

3,658万円
8,594万円

3,995万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

68億4,655万円
30億0,013万円
43.8%
支出済額
予算現額

下
仁
田
町
応
援
商
品
券 

有
効
期
限
は
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

お
忘
れ
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



行政情報行政情報

家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。

◯
家
屋
を
新
増
築
、
又
は
取
り
壊
し

た
と
き
。

◯
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
。

◯
事
業
用
の
土
地
、
家
屋
を
住
宅
用

に
変
更
し
た
と
き
。
そ
の
逆
に
住
宅

用
の
土
地
、
家
屋
を
事
業
用
に
変
更

し
た
と
き
（
住
宅
用
地
は
一
定
の
条

件
を
満
た
す
と
税
額
の
特
例
が
あ
り

ま
す
）
。

給
与
支
払
報
告
書
の

総
括
表
を
発
送
し
ま
す

　
特
別
徴
収
該
当
事
業
所
に
「
総
括

表
」
、
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼

仕
切
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
同
封
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
、

役
場
窓
口
ま
た
は
富
岡
税
務
署
ま
で

来
て
い
た
だ
く
か
、
下
仁
田
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
「
令
和
３
年
度
（
２
年
分
）
給

与
支
払
報
告
書
」
、
「
総
括
表
」
と

合
わ
せ
て
令
和
３
年
２
月
１
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
会
計
事
務
所
等
を
通
じ
て
提
出

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
理
士
等
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
場
合

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は
、
個
人

住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収
（
給
与
天

引
き
）
の
実
施
を
徹
底
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
例
外
と
し
て

普
通
徴
収
に
該
当
す
る
理
由
が
あ
る

場
合
は
、
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書

兼
仕
切
書
」
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕

切
書
」
の
提
出
が
な
い
場
合
、
特
別

徴
収
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
）
を
使
っ
て
提
出

す
る
場
合
、
書
面
で
の
提
出
は
不
要

で
す
。
な
お
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
提
出

す
る
方
で
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
場

合
、
普
通
徴
収
の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が

な
い
と
、
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

に
つ
い
て
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３

償
却
資
産
の
申
告

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

償
却
資
産
の
状
況
を
申
告
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
期
限

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

※

申
告
の
方
法

①
前
回
書
類
に
て
申
告
し
た
人
。

必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
必
要
事

項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
増
減
の
な
い

人
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）
。

②
前
回
電
子
申
告
を
し
た
人
。

令
和
２
年
度
の
デ
ー
タ
を
送
信
し
ま

す
（
郵
送
し
ま
せ
ん
）
。

③
新
た
に
申
告
す
る
人
。

住
民
税
務
課 

税
務
係
に
必
要
な
書
類

が
あ
り
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
は
↓
事
業
用
の
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
車
両
・
運
搬

具
、
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
で

す
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
特
殊
車
両

は
該
当
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

※

太
陽
光
発
電
設
備

・
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光
発
電

設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場
合
、

地
目
が
雑
種
地
に
な
り
、
そ
の
土
地

の
評
価
額
・
固
定
資
産
税
額
が
大
き

く
上
が
り
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
な

ど
の
太
陽
光
発
電
設
備
（
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
も
償
却
資
産
と
な
り

ま
す
。

・
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、
屋

根
材
と
し
て
家
屋
（
固
定
資
産
）
に

該
当
す
る
部
分
は
、
今
回
の
申
告
・

課
税
の
対
象
外
で
す
。

・
個
人
住
宅
で
屋
根
材
一
体
の
建
材

型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
は
な
く
、
発

電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
が
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
る
措
置

も
あ
り
ま
す

・
新
増
設
し
た
設
備
の
取
得
価
格
の

合
計
が
、
２
，
７
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
や
「
わ
が
ま
ち
特
例
」
等
課

税
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

・
中
小
企
業
者
の
収
入
が
前
年
に
比

べ
一
定
以
上
減
少
し
た
場
合
は
令
和

３
年
度
に
限
り
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
場
合
は

必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）
。

●
申
請
期
限

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

https://w
w
w
.eltax.lta.go.jp/

7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

12月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

12/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ

保育園児と遊ぼう
園庭開放

12/8（火）

１０：００～１１：３０

令
和
3
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
申
請
に
つ
い
て

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月
１

日
（
火
）
か
ら
令
和
３
年
１
月
15
日

（
金
）
ま
で
の
間
と
し
そ
の
後
の
申

請
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。
但
し
、
12

月
１
日
以
降
に
取
得
し
た
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
を
持
参
し
た
場
合

は
、
令
和
３
年
１
月
29
日
（
金
）
ま

で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全

協
会
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
印
鑑
、
証
明
書
代
６
７
０
円

を
持
参
し
て
富
岡
安
協
ま
た
は
、

下
仁
田
交
番
（
火
曜
日
の
み
）
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に

証
明
書
を
取
っ
た
方
は
、
令
和
３

年
１
月
29
日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）    

②
銀
章

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

③
金
章

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章

（
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章

（
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章

（
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

●
表
彰
式
　
令
和
３
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡

交
通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田

交
番
（
火
曜
日
）
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63―

２
４
２
４
）



行政情報行政情報

家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。

◯
家
屋
を
新
増
築
、
又
は
取
り
壊
し

た
と
き
。

◯
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
。

◯
事
業
用
の
土
地
、
家
屋
を
住
宅
用

に
変
更
し
た
と
き
。
そ
の
逆
に
住
宅

用
の
土
地
、
家
屋
を
事
業
用
に
変
更

し
た
と
き
（
住
宅
用
地
は
一
定
の
条

件
を
満
た
す
と
税
額
の
特
例
が
あ
り

ま
す
）
。

給
与
支
払
報
告
書
の

総
括
表
を
発
送
し
ま
す

　
特
別
徴
収
該
当
事
業
所
に
「
総
括

表
」
、
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼

仕
切
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
同
封
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
、

役
場
窓
口
ま
た
は
富
岡
税
務
署
ま
で

来
て
い
た
だ
く
か
、
下
仁
田
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
「
令
和
３
年
度
（
２
年
分
）
給

与
支
払
報
告
書
」
、
「
総
括
表
」
と

合
わ
せ
て
令
和
３
年
２
月
１
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
会
計
事
務
所
等
を
通
じ
て
提
出

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
理
士
等
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
場
合

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は
、
個
人

住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収
（
給
与
天

引
き
）
の
実
施
を
徹
底
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
例
外
と
し
て

普
通
徴
収
に
該
当
す
る
理
由
が
あ
る

場
合
は
、
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書

兼
仕
切
書
」
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕

切
書
」
の
提
出
が
な
い
場
合
、
特
別

徴
収
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
）
を
使
っ
て
提
出

す
る
場
合
、
書
面
で
の
提
出
は
不
要

で
す
。
な
お
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
提
出

す
る
方
で
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
場

合
、
普
通
徴
収
の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が

な
い
と
、
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

に
つ
い
て
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３

償
却
資
産
の
申
告

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

償
却
資
産
の
状
況
を
申
告
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
期
限

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

※

申
告
の
方
法

①
前
回
書
類
に
て
申
告
し
た
人
。

必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
必
要
事

項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
増
減
の
な
い

人
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）
。

②
前
回
電
子
申
告
を
し
た
人
。

令
和
２
年
度
の
デ
ー
タ
を
送
信
し
ま

す
（
郵
送
し
ま
せ
ん
）
。

③
新
た
に
申
告
す
る
人
。

住
民
税
務
課 

税
務
係
に
必
要
な
書
類

が
あ
り
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
は
↓
事
業
用
の
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
車
両
・
運
搬

具
、
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
で

す
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
特
殊
車
両

は
該
当
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

※
太
陽
光
発
電
設
備

・
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光
発
電

設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場
合
、

地
目
が
雑
種
地
に
な
り
、
そ
の
土
地

の
評
価
額
・
固
定
資
産
税
額
が
大
き

く
上
が
り
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
な

ど
の
太
陽
光
発
電
設
備
（
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
も
償
却
資
産
と
な
り

ま
す
。

・
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、
屋

根
材
と
し
て
家
屋
（
固
定
資
産
）
に

該
当
す
る
部
分
は
、
今
回
の
申
告
・

課
税
の
対
象
外
で
す
。

・
個
人
住
宅
で
屋
根
材
一
体
の
建
材

型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
は
な
く
、
発

電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
が
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
る
措
置

も
あ
り
ま
す

・
新
増
設
し
た
設
備
の
取
得
価
格
の

合
計
が
、
２
，
７
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
や
「
わ
が
ま
ち
特
例
」
等
課

税
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

・
中
小
企
業
者
の
収
入
が
前
年
に
比

べ
一
定
以
上
減
少
し
た
場
合
は
令
和

３
年
度
に
限
り
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
場
合
は

必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）
。

●
申
請
期
限

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

https://w
w
w
.eltax.lta.go.jp/
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12月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

12/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ

保育園児と遊ぼう
園庭開放

12/8（火）

１０：００～１１：３０

令
和
3
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
申
請
に
つ
い
て

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月
１

日
（
火
）
か
ら
令
和
３
年
１
月
15
日

（
金
）
ま
で
の
間
と
し
そ
の
後
の
申

請
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。
但
し
、
12

月
１
日
以
降
に
取
得
し
た
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
を
持
参
し
た
場
合

は
、
令
和
３
年
１
月
29
日
（
金
）
ま

で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全

協
会
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
印
鑑
、
証
明
書
代
６
７
０
円

を
持
参
し
て
富
岡
安
協
ま
た
は
、

下
仁
田
交
番
（
火
曜
日
の
み
）
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に

証
明
書
を
取
っ
た
方
は
、
令
和
３

年
１
月
29
日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）    

②
銀
章

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

③
金
章

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章

（
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章

（
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章

（
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

●
表
彰
式
　
令
和
３
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡

交
通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田

交
番
（
火
曜
日
）
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63―

２
４
２
４
）
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来
年
度
の
自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
税
の
た
め
、今
か
ら
準
備
し
ま
せ
ん

か
。お
申
込
み
は
、専
用
の
申
込
み
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

●
申
込
み
は
が
き
配
布
場
所

行
政
県
税
事
務
所
、自
動
車
税
事
務
所
、

市
町
村
役
場
、各
金
融
機
関
窓
口
な
ど
。

※

は
が
き
は
郵
便
で
も
お
送
り
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
４
５

自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税
は
、

口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
・
確
実
で
す

　「
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

指
定
管
理
者
の
申
込
書
提
出
期
限
を

12
月
21
日（
月
）ま
で
延
長
し
ま
す
。　

　
平
日
業
務
時
間
内
に
限
る
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
不
可
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５（
直
通
）

下
仁
田
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の

指
定
管
理
者
公
募
期
間
の
延
長

　
確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ

ば
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告

会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

対
応
の
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を
提
出
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
税
務
署
で
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
手
続
を

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
で

も
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
お

近
く
の
税
務
署
に
お
い
て
５
分
程
度

で
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
発
行
の

際
、
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
が
必
要
で
す
）
。
税
務
署

は
年
明
け
か
ら
混
雑
し
ま
す
の
で
、

令
和
２
年
12
月
頃
ま
で
の
取
得
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
次
の
確
定
申
告
で
は
、
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
か
ら

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
又
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
を

お
持
ち
の
方
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
方
式
」
に
よ
る
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
の

際
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※

３
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は

暫
定
的
な
対
応
で
す
。

お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
63―

２
２
３
５
（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
を

税
務
署
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度

や
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
種
類
（
令
和
２
年
度
）

○
通
常
の
口
座
振
替
（
割
引
無
し
）
・
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に
振
替

○
早
割
（
50
円
割
引
）
・
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

○
６
ヵ
月
前
納
（
1
、
1
３
0
円
割
引
）
・
上
期
４
月
〜
９
月
分
は
４
月
末
に
振
替

　
・
下
期
10
月
〜
翌
年
３
月
分
は
10
月
末
に
振
替

○
１
年
前
納
（
4
、
１
６
0
円
割
引
）
・
１
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

○
２
年
前
納
（
１
5
、
８
４
0
円
割
引
）
・
２
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

●
お
申
込
み
期
限

○
通
常
の
口
座
振
替
・
早
割
（
随
時
受
付
）

○
６
ヵ
月
前
納
（
上
期
２
月
末
ま
で
・
下
期
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
２
月
末
ま
で
）

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、
お
届
印
を

ご
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

シ
リ
ー
ズ

年
金

シ
リ
ー
ズ

年
金

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

支出日

10月16日

10月分

10月分

10月分

10月分

支出区分

会費

慶祝

見舞

弔慰

弔慰

支出金額

5,000

5,000

3,000

15,000

5,000

支出内容

荒船の湯竣工式懇談会

御祝生花１件

御見舞１件

葬儀生花１件

葬儀香典１件

(令和2年度町長交際費 10月分) (単位:円)

10月分 計 33,000

　
令
和
２
年
10
月
30
日
に
学
校
、
道

路
管
理
者
、
警
察
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
区
長

等
の
参
加
の
中
で
、
「
通
学
路
の
お

け
る
合
同
点
検
会
議
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
会
議
の
中
で
、
通
学
路

等
で
歩
行
ま
た
は
自
転
車
の
通
行
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
木
の
枝
の
危
険
性

に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

通
学
路
等
の
安
全
確
保
の
お
願
い

　
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
で

道
路
に
木
の
枝
な
ど
が
出
て
い
な
い

か
ご
確
認
い
た
だ
き
、
道
路
に
出
て

い
る
場
合
に
は
速
や
か
に
除
去
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
係

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」
は

令
和
２
年
12
月
１
日
（
火
）
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
（
水
）
の
間
は
、

冬
季
閉
鎖
の
た
め
見
学
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
下
仁
田
町
歴
史
館
も
荒
船
風
穴
の

冬
季
閉
鎖
期
間
中
は
毎
週
月
曜
日
が

休
館
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
12
月
〜
３
月
の
下
仁
田
町
歴
史
館

の
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

が
祝
日
又
は
振
替
休
日
の
場
合
そ
の

翌
日
）
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜

翌
年
１
月
３
日
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」
は
冬
季

閉
鎖
中
で
す

　
案
内
状
が
届
き
、
出
欠
席
の
返
信

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
返
信
が
遅
い
場
合
に

は
、
名
簿
な
ど
に
名
前
が
載
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
現
在
下
仁
田
町
に
住
所
の

な
い
方
で
出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
、
別
途
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
教
育
委
員
会

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口
も

し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
　
　時
　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

●
受
　
　付
　
午
後
１
時
30
分

●
記
念
撮
影
　
午
後
２
時

●
開
　
　式
　
午
後
２
時
30
分

●
場
　
　所

下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

成
人
式
の
申
し
込
み
は
お
済
み
で
す
か
？

行政情報行政情報
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来
年
度
の
自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
税
の
た
め
、今
か
ら
準
備
し
ま
せ
ん

か
。お
申
込
み
は
、専
用
の
申
込
み
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

●
申
込
み
は
が
き
配
布
場
所

行
政
県
税
事
務
所
、自
動
車
税
事
務
所
、

市
町
村
役
場
、各
金
融
機
関
窓
口
な
ど
。

※

は
が
き
は
郵
便
で
も
お
送
り
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
４
５

自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税
は
、

口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
・
確
実
で
す

　「
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

指
定
管
理
者
の
申
込
書
提
出
期
限
を

12
月
21
日（
月
）ま
で
延
長
し
ま
す
。　

　
平
日
業
務
時
間
内
に
限
る
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
不
可
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５（
直
通
）

下
仁
田
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の

指
定
管
理
者
公
募
期
間
の
延
長

　
確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ

ば
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告

会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

対
応
の
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を
提
出
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
税
務
署
で
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
手
続
を

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
で

も
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
お

近
く
の
税
務
署
に
お
い
て
５
分
程
度

で
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
発
行
の

際
、
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
が
必
要
で
す
）
。
税
務
署

は
年
明
け
か
ら
混
雑
し
ま
す
の
で
、

令
和
２
年
12
月
頃
ま
で
の
取
得
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
次
の
確
定
申
告
で
は
、
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
か
ら

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
又
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
を

お
持
ち
の
方
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
方
式
」
に
よ
る
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
の

際
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※

３
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は

暫
定
的
な
対
応
で
す
。

お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
63―

２
２
３
５
（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得
を

税
務
署
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度

や
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
種
類
（
令
和
２
年
度
）

○
通
常
の
口
座
振
替
（
割
引
無
し
）
・
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に
振
替

○
早
割
（
50
円
割
引
）
・
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

○
６
ヵ
月
前
納
（
1
、
1
３
0
円
割
引
）
・
上
期
４
月
〜
９
月
分
は
４
月
末
に
振
替

　
・
下
期
10
月
〜
翌
年
３
月
分
は
10
月
末
に
振
替

○
１
年
前
納
（
4
、
１
６
0
円
割
引
）
・
１
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

○
２
年
前
納
（
１
5
、
８
４
0
円
割
引
）
・
２
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

●
お
申
込
み
期
限

○
通
常
の
口
座
振
替
・
早
割
（
随
時
受
付
）

○
６
ヵ
月
前
納
（
上
期
２
月
末
ま
で
・
下
期
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
２
月
末
ま
で
）

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、
お
届
印
を

ご
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

シ
リ
ー
ズ

年
金

シ
リ
ー
ズ

年
金

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

支出日

10月16日

10月分

10月分

10月分

10月分

支出区分

会費

慶祝

見舞

弔慰

弔慰

支出金額

5,000

5,000

3,000

15,000

5,000

支出内容

荒船の湯竣工式懇談会

御祝生花１件

御見舞１件

葬儀生花１件

葬儀香典１件

(令和2年度町長交際費 10月分) (単位:円)

10月分 計 33,000

　
令
和
２
年
10
月
30
日
に
学
校
、
道

路
管
理
者
、
警
察
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
区
長

等
の
参
加
の
中
で
、
「
通
学
路
の
お

け
る
合
同
点
検
会
議
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
会
議
の
中
で
、
通
学
路

等
で
歩
行
ま
た
は
自
転
車
の
通
行
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
木
の
枝
の
危
険
性

に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

通
学
路
等
の
安
全
確
保
の
お
願
い

　
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
で

道
路
に
木
の
枝
な
ど
が
出
て
い
な
い

か
ご
確
認
い
た
だ
き
、
道
路
に
出
て

い
る
場
合
に
は
速
や
か
に
除
去
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
係

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」
は

令
和
２
年
12
月
１
日
（
火
）
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
（
水
）
の
間
は
、

冬
季
閉
鎖
の
た
め
見
学
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
下
仁
田
町
歴
史
館
も
荒
船
風
穴
の

冬
季
閉
鎖
期
間
中
は
毎
週
月
曜
日
が

休
館
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
12
月
〜
３
月
の
下
仁
田
町
歴
史
館

の
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

が
祝
日
又
は
振
替
休
日
の
場
合
そ
の

翌
日
）
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜

翌
年
１
月
３
日
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」
は
冬
季

閉
鎖
中
で
す

　
案
内
状
が
届
き
、
出
欠
席
の
返
信

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
返
信
が
遅
い
場
合
に

は
、
名
簿
な
ど
に
名
前
が
載
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
現
在
下
仁
田
町
に
住
所
の

な
い
方
で
出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
、
別
途
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
教
育
委
員
会

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口
も

し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
　
　時
　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

●
受
　
　付
　
午
後
１
時
30
分

●
記
念
撮
影
　
午
後
２
時

●
開
　
　式
　
午
後
２
時
30
分

●
場
　
　所

下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

成
人
式
の
申
し
込
み
は
お
済
み
で
す
か
？
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
今
年
度
の
中
学
1
年
生
の
遠
足
は
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
浅
間
山
北
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
に
あ
る
鬼
押
出
園
に
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ジ
オ
パ
ー

ク
を
見
る
な
ら
、
地
元
の
ジ
オ
パ
ー
ク

を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
下
仁
田

ジ
オ
パ
ー
ク
の
青
岩
公
園
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
は
、
青
岩
公
園

は
か
つ
て
出
店
が
出
る
ぐ
ら
い
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
こ
と
、
青
岩
公
園
に

あ
る
た
く
さ
ん
の
種
類
の
石
た
ち
（
例

え
ば
石
灰
岩
や
砥
石
）
に
は
人
と
大
地

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

な
ど
、
公
園
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
方
で
昨

年
の
台
風
19
号
の
爪

跡
を
見
な
が
ら
、
自

然
と
の
付
き
合
い
方

に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。

下
仁
田
中
学 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

下
仁
田
中
学 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
、
学
芸
員

志
望
の
学
生
の
博
物
館
実
習
を
実
施

し
、
埼
玉
県
か
ら
の
大
学
生
１
名
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
実
習
に
あ
た
っ
て
は

下
仁
田
自
然
学
校
の
先
生
方
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
展
示
物
の
作
成
、
普
及

行
事
の
企
画
と
当
日
の
サ
ポ
ー
ト
、
博

物
館
資
料
作
り
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
、
ま
た
期
間
中
に
開
催
さ
れ
た
地
域

の
活
動
に
も
参
加

し
、
一
生
け
ん
命

取
り
組
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
東
野
牧
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
永
寿
寺
に
大
平
学

校
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
当

時
、
大
平
村
、
森
平
村
（
現
馬
居

沢
）
、
坂
詰
村
は
、
西
牧
に
属
し

て
い
ま
し
た
が
森
平
村
、
坂
詰
村

は
本
宿
学
校
へ
、
大
平
村
は
前
述

の
よ
う
に
永
寿
寺
に
大
平
学
校
と

し
て
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
西
牧

の
14
ケ
村
は
合
併
し
て
西
野
牧
村

と
な
り
ま
し
て
、
１
８
８
２
年

（
明
治
15
）
に
西
野
牧
村
は
、
東

野
牧
村
、
本
宿
村
、
西
野
牧
村
、

南
野
牧
村
、
北
野
牧
村
の
５
ケ
村

に
分
離
し
て
西
牧
東
小
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
に
東

野
牧
村
は
分
離
合
併
し
て
坂
牧
村

に
編
入
さ
れ
、
す
ぐ
小
坂
村
と
な

り
ま
し
た
。「
村
・
学
校
の
沿
革
」は
下

記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
廃
校
跡
に
は
木
造
校
舎
が
、
校

庭
に
は
記
念
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
東
野
牧
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
永
寿
寺
に
大
平
学

校
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
当

時
、
大
平
村
、
森
平
村
（
現
馬
居

沢
）
、
坂
詰
村
は
、
西
牧
に
属
し

て
い
ま
し
た
が
森
平
村
、
坂
詰
村

は
本
宿
学
校
へ
、
大
平
村
は
前
述

の
よ
う
に
永
寿
寺
に
大
平
学
校
と

し
て
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
西
牧

の
14
ケ
村
は
合
併
し
て
西
野
牧
村

と
な
り
ま
し
て
、
１
８
８
２
年

（
明
治
15
）
に
西
野
牧
村
は
、
東

野
牧
村
、
本
宿
村
、
西
野
牧
村
、

南
野
牧
村
、
北
野
牧
村
の
５
ケ
村

に
分
離
し
て
西
牧
東
小
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
に
東

野
牧
村
は
分
離
合
併
し
て
坂
牧
村

に
編
入
さ
れ
、
す
ぐ
小
坂
村
と
な

り
ま
し
た
。「
村
・
学
校
の
沿
革
」は
下

記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
廃
校
跡
に
は
木
造
校
舎
が
、
校

庭
に
は
記
念
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

木
造
校
舎
は
下
仁
田
町
に
は
２
校

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
貴
重
な

建
物
で
す
か
ら
今
の
う
ち
に
写
真

に
収
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
校
舎
前
に
は
二
宮
金
次
郎
像
、

国
旗
掲
揚
柱
、
校
歌
の
碑
、
１
９

８
５
年
（
昭
和
60
）
に
小
坂
３
校

の
統
合
に
よ
る
閉
校
記
念
の
碑
等

が
残
っ
て
い
ま
す
。
校
庭
の
隅
に

は
春
に
な
る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

花
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
の
も
寂
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
西
側
の
道

路
に
面
し
た
石
垣
に
は
大
切
に
し

て
き
た
シ
ダ
の
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
が

今
も
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
校
歌
は
小
井
土
元
町
長
作
詞
と

当
時
の
学
校
長
の
茂
木
紫
郎
先
生

作
曲
に
よ
る
も
の
で
す
。
他
に
、

校
歌
制
定
20
周
年
記
念
時
の
児
童

に
よ
る
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

木
造
校
舎
は
下
仁
田
町
に
は
２
校

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
貴
重
な

建
物
で
す
か
ら
今
の
う
ち
に
写
真

に
収
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
校
舎
前
に
は
二
宮
金
次
郎
像
、

国
旗
掲
揚
柱
、
校
歌
の
碑
、
１
９

８
５
年
（
昭
和
60
）
に
小
坂
３
校

の
統
合
に
よ
る
閉
校
記
念
の
碑
等

が
残
っ
て
い
ま
す
。
校
庭
の
隅
に

は
春
に
な
る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

花
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
の
も
寂
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
西
側
の
道

路
に
面
し
た
石
垣
に
は
大
切
に
し

て
き
た
シ
ダ
の
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
が

今
も
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
校
歌
は
小
井
土
元
町
長
作
詞
と

当
時
の
学
校
長
の
茂
木
紫
郎
先
生

作
曲
に
よ
る
も
の
で
す
。
他
に
、

校
歌
制
定
20
周
年
記
念
時
の
児
童

に
よ
る
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
東
野
牧
小
学
校
校
歌

　
小
井
土
潑
太
郎
作
詞

　
茂
木
紫
郎
　
作
曲

一
　
夢
が
広
が
る
る
　
友
が
呼
ぶ

　
　
望
み
果
て
な
く
　
胸
に
だ
き

　
　
通
う
こ
の
道
　
あ
お
ぐ
眼
に

　
　
何
を
さ
さ
や
く
　
物
語
山

　
　
あ
あ
山
風
　
い
つ
も
さ
わ
や
か
な

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

二
　
流
れ
や
さ
し
い
　
小
河
原
よ

　
　
父
が
お
し
え
た
　
荒
船
に

　
　
け
が
れ
知
ら
な
い
　
雲
が
湧
く

　
　
あ
か
ね
の
空
に
　
山
映
え
る

　
　
あ
ゝ
ふ
る
さ
と
　
い
つ
も
美
し
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

三
　
み
ん
な
世
界
の
　
子
供
た
ち

　
　
星
よ
輝
け
　
い
つ
ま
で
も

　
　
母
の
清
ら
な
　
愛
の
よ
に

　
　
西
牧
川
の
　
歌
た
え
ず

　
　
あ
ゝ
山
川
い
つ
も
変
り
な
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

①
東
野
牧
小
学
校
校
歌

　
小
井
土
潑
太
郎
作
詞

　
茂
木
紫
郎
　
作
曲

一
　
夢
が
広
が
る
る
　
友
が
呼
ぶ

　
　
望
み
果
て
な
く
　
胸
に
だ
き

　
　
通
う
こ
の
道
　
あ
お
ぐ
眼
に

　
　
何
を
さ
さ
や
く
　
物
語
山

　
　
あ
あ
山
風
　
い
つ
も
さ
わ
や
か
な

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

二
　
流
れ
や
さ
し
い
　
小
河
原
よ

　
　
父
が
お
し
え
た
　
荒
船
に

　
　
け
が
れ
知
ら
な
い
　
雲
が
湧
く

　
　
あ
か
ね
の
空
に
　
山
映
え
る

　
　
あ
ゝ
ふ
る
さ
と
　
い
つ
も
美
し
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

三
　
み
ん
な
世
界
の
　
子
供
た
ち

　
　
星
よ
輝
け
　
い
つ
ま
で
も

　
　
母
の
清
ら
な
　
愛
の
よ
に

　
　
西
牧
川
の
　
歌
た
え
ず

　
　
あ
ゝ
山
川
い
つ
も
変
り
な
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

里
見
哲
夫

下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

昭
和
五
拾
九
年
拾
月
七
日

あ
ゝ
こ
の
歌
永
遠
な
れ

校
歌
制
定
二
拾
周
年

小
井
土
潑
太
郎

②
皇
風
洽
六
合
（
国
旗
掲
揚
柱
）

　
寄
附
者
　
小
井
土
巳
之
吉

　
　
　
　
　
金
井
　
昇
　
松
本
禎
悟

③
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

　
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
長

岩
井
公
明
書
　

④
記
念
植
樹
（
サ
ク
ラ
の
植
樹
）

小
坂
小
学
校
西
分
校

昭
和
三
十
三
年
度
複
式
学
級
生
徒
一
同

⑤
二
宮
金
次
郎
像

建
立
年
月
日
等
な
し

昭
和
五
拾
九
年
拾
月
七
日

あ
ゝ
こ
の
歌
永
遠
な
れ

校
歌
制
定
二
拾
周
年

小
井
土
潑
太
郎

②
皇
風
洽
六
合
（
国
旗
掲
揚
柱
）

　
寄
附
者
　
小
井
土
巳
之
吉

　
　
　
　
　
金
井
　
昇
　
松
本
禎
悟

③
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

　
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
長

岩
井
公
明
書
　

④
記
念
植
樹
（
サ
ク
ラ
の
植
樹
）

小
坂
小
学
校
西
分
校

昭
和
三
十
三
年
度
複
式
学
級
生
徒
一
同

⑤
二
宮
金
次
郎
像

建
立
年
月
日
等
な
し

行
事
報
告

下
仁
田
町
自
然
史
館
で
博
物
館

実
習
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た

下
仁
田
町
自
然
史
館
で
博
物
館

実
習
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た

狭
き
庭
　遊
び
の
声
も
　消
え
さ
り
て

思
い
で
さ
そ
ふ
　木
造
校
舎

以下の村・西牧地域
に所属

　大平村
　森平村(馬居沢)
　坂詰村

・1875年(明治8) 
西野牧村

・1882年(明治15) 
東野牧村

・1889年(明治22)
坂牧村⇒小坂村
・1955年(昭和30)
下仁田町

・1874年(明治7) 
大平学校(永寿寺)

・1882年(明治15)
西牧東小学校
・1885年(明治18) 
第6小学校第一分校
以後、分校、独立校、
分校を繰り返えして
います。

・1964年(昭和39)
下仁田町立東野牧
小学校に独立
・1985年(昭和60)
小坂3校統合により
廃校となりました。

村の沿革 学校の沿革

（村・学校の沿革）（村・学校の沿革）

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより 語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
今
年
度
の
中
学
1
年
生
の
遠
足
は
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
浅
間
山
北
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
に
あ
る
鬼
押
出
園
に
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ジ
オ
パ
ー

ク
を
見
る
な
ら
、
地
元
の
ジ
オ
パ
ー
ク

を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
下
仁
田

ジ
オ
パ
ー
ク
の
青
岩
公
園
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
は
、
青
岩
公
園

は
か
つ
て
出
店
が
出
る
ぐ
ら
い
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
こ
と
、
青
岩
公
園
に

あ
る
た
く
さ
ん
の
種
類
の
石
た
ち
（
例

え
ば
石
灰
岩
や
砥
石
）
に
は
人
と
大
地

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

な
ど
、
公
園
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
方
で
昨

年
の
台
風
19
号
の
爪

跡
を
見
な
が
ら
、
自

然
と
の
付
き
合
い
方

に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。

下
仁
田
中
学 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

下
仁
田
中
学 

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
、
学
芸
員

志
望
の
学
生
の
博
物
館
実
習
を
実
施

し
、
埼
玉
県
か
ら
の
大
学
生
１
名
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
実
習
に
あ
た
っ
て
は

下
仁
田
自
然
学
校
の
先
生
方
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
展
示
物
の
作
成
、
普
及

行
事
の
企
画
と
当
日
の
サ
ポ
ー
ト
、
博

物
館
資
料
作
り
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
、
ま
た
期
間
中
に
開
催
さ
れ
た
地
域

の
活
動
に
も
参
加

し
、
一
生
け
ん
命

取
り
組
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
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０

　
東
野
牧
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
永
寿
寺
に
大
平
学

校
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
当

時
、
大
平
村
、
森
平
村
（
現
馬
居

沢
）
、
坂
詰
村
は
、
西
牧
に
属
し

て
い
ま
し
た
が
森
平
村
、
坂
詰
村

は
本
宿
学
校
へ
、
大
平
村
は
前
述

の
よ
う
に
永
寿
寺
に
大
平
学
校
と

し
て
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
西
牧

の
14
ケ
村
は
合
併
し
て
西
野
牧
村

と
な
り
ま
し
て
、
１
８
８
２
年

（
明
治
15
）
に
西
野
牧
村
は
、
東

野
牧
村
、
本
宿
村
、
西
野
牧
村
、

南
野
牧
村
、
北
野
牧
村
の
５
ケ
村

に
分
離
し
て
西
牧
東
小
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
に
東

野
牧
村
は
分
離
合
併
し
て
坂
牧
村

に
編
入
さ
れ
、
す
ぐ
小
坂
村
と
な

り
ま
し
た
。「
村
・
学
校
の
沿
革
」は
下

記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
廃
校
跡
に
は
木
造
校
舎
が
、
校

庭
に
は
記
念
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
東
野
牧
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
永
寿
寺
に
大
平
学

校
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
当

時
、
大
平
村
、
森
平
村
（
現
馬
居

沢
）
、
坂
詰
村
は
、
西
牧
に
属
し

て
い
ま
し
た
が
森
平
村
、
坂
詰
村

は
本
宿
学
校
へ
、
大
平
村
は
前
述

の
よ
う
に
永
寿
寺
に
大
平
学
校
と

し
て
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
西
牧

の
14
ケ
村
は
合
併
し
て
西
野
牧
村

と
な
り
ま
し
て
、
１
８
８
２
年

（
明
治
15
）
に
西
野
牧
村
は
、
東

野
牧
村
、
本
宿
村
、
西
野
牧
村
、

南
野
牧
村
、
北
野
牧
村
の
５
ケ
村

に
分
離
し
て
西
牧
東
小
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
に
東

野
牧
村
は
分
離
合
併
し
て
坂
牧
村

に
編
入
さ
れ
、
す
ぐ
小
坂
村
と
な

り
ま
し
た
。「
村
・
学
校
の
沿
革
」は
下

記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
廃
校
跡
に
は
木
造
校
舎
が
、
校

庭
に
は
記
念
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

木
造
校
舎
は
下
仁
田
町
に
は
２
校

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
貴
重
な

建
物
で
す
か
ら
今
の
う
ち
に
写
真

に
収
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
校
舎
前
に
は
二
宮
金
次
郎
像
、

国
旗
掲
揚
柱
、
校
歌
の
碑
、
１
９

８
５
年
（
昭
和
60
）
に
小
坂
３
校

の
統
合
に
よ
る
閉
校
記
念
の
碑
等

が
残
っ
て
い
ま
す
。
校
庭
の
隅
に

は
春
に
な
る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

花
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
の
も
寂
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
西
側
の
道

路
に
面
し
た
石
垣
に
は
大
切
に
し

て
き
た
シ
ダ
の
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
が

今
も
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
校
歌
は
小
井
土
元
町
長
作
詞
と

当
時
の
学
校
長
の
茂
木
紫
郎
先
生

作
曲
に
よ
る
も
の
で
す
。
他
に
、

校
歌
制
定
20
周
年
記
念
時
の
児
童

に
よ
る
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

木
造
校
舎
は
下
仁
田
町
に
は
２
校

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
貴
重
な

建
物
で
す
か
ら
今
の
う
ち
に
写
真

に
収
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
校
舎
前
に
は
二
宮
金
次
郎
像
、

国
旗
掲
揚
柱
、
校
歌
の
碑
、
１
９

８
５
年
（
昭
和
60
）
に
小
坂
３
校

の
統
合
に
よ
る
閉
校
記
念
の
碑
等

が
残
っ
て
い
ま
す
。
校
庭
の
隅
に

は
春
に
な
る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

花
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
の
も
寂
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
西
側
の
道

路
に
面
し
た
石
垣
に
は
大
切
に
し

て
き
た
シ
ダ
の
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
が

今
も
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
校
歌
は
小
井
土
元
町
長
作
詞
と

当
時
の
学
校
長
の
茂
木
紫
郎
先
生

作
曲
に
よ
る
も
の
で
す
。
他
に
、

校
歌
制
定
20
周
年
記
念
時
の
児
童

に
よ
る
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
東
野
牧
小
学
校
校
歌

　
小
井
土
潑
太
郎
作
詞

　
茂
木
紫
郎
　
作
曲

一
　
夢
が
広
が
る
る
　
友
が
呼
ぶ

　
　
望
み
果
て
な
く
　
胸
に
だ
き

　
　
通
う
こ
の
道
　
あ
お
ぐ
眼
に

　
　
何
を
さ
さ
や
く
　
物
語
山

　
　
あ
あ
山
風
　
い
つ
も
さ
わ
や
か
な

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

二
　
流
れ
や
さ
し
い
　
小
河
原
よ

　
　
父
が
お
し
え
た
　
荒
船
に

　
　
け
が
れ
知
ら
な
い
　
雲
が
湧
く

　
　
あ
か
ね
の
空
に
　
山
映
え
る

　
　
あ
ゝ
ふ
る
さ
と
　
い
つ
も
美
し
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

三
　
み
ん
な
世
界
の
　
子
供
た
ち

　
　
星
よ
輝
け
　
い
つ
ま
で
も

　
　
母
の
清
ら
な
　
愛
の
よ
に

　
　
西
牧
川
の
　
歌
た
え
ず

　
　
あ
ゝ
山
川
い
つ
も
変
り
な
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

①
東
野
牧
小
学
校
校
歌

　
小
井
土
潑
太
郎
作
詞

　
茂
木
紫
郎
　
作
曲

一
　
夢
が
広
が
る
る
　
友
が
呼
ぶ

　
　
望
み
果
て
な
く
　
胸
に
だ
き

　
　
通
う
こ
の
道
　
あ
お
ぐ
眼
に

　
　
何
を
さ
さ
や
く
　
物
語
山

　
　
あ
あ
山
風
　
い
つ
も
さ
わ
や
か
な

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

二
　
流
れ
や
さ
し
い
　
小
河
原
よ

　
　
父
が
お
し
え
た
　
荒
船
に

　
　
け
が
れ
知
ら
な
い
　
雲
が
湧
く

　
　
あ
か
ね
の
空
に
　
山
映
え
る

　
　
あ
ゝ
ふ
る
さ
と
　
い
つ
も
美
し
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

三
　
み
ん
な
世
界
の
　
子
供
た
ち

　
　
星
よ
輝
け
　
い
つ
ま
で
も

　
　
母
の
清
ら
な
　
愛
の
よ
に

　
　
西
牧
川
の
　
歌
た
え
ず

　
　
あ
ゝ
山
川
い
つ
も
変
り
な
い

　
　
東
野
牧
の
小
学
校

里
見
哲
夫

下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

昭
和
五
拾
九
年
拾
月
七
日

あ
ゝ
こ
の
歌
永
遠
な
れ

校
歌
制
定
二
拾
周
年

小
井
土
潑
太
郎

②
皇
風
洽
六
合
（
国
旗
掲
揚
柱
）

　
寄
附
者
　
小
井
土
巳
之
吉

　
　
　
　
　
金
井
　
昇
　
松
本
禎
悟

③
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

　
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
長

岩
井
公
明
書
　

④
記
念
植
樹
（
サ
ク
ラ
の
植
樹
）

小
坂
小
学
校
西
分
校

昭
和
三
十
三
年
度
複
式
学
級
生
徒
一
同

⑤
二
宮
金
次
郎
像

建
立
年
月
日
等
な
し

昭
和
五
拾
九
年
拾
月
七
日

あ
ゝ
こ
の
歌
永
遠
な
れ

校
歌
制
定
二
拾
周
年

小
井
土
潑
太
郎

②
皇
風
洽
六
合
（
国
旗
掲
揚
柱
）

　
寄
附
者
　
小
井
土
巳
之
吉

　
　
　
　
　
金
井
　
昇
　
松
本
禎
悟

③
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

　
下
仁
田
町
立
東
野
牧
小
学
校
長

岩
井
公
明
書
　

④
記
念
植
樹
（
サ
ク
ラ
の
植
樹
）

小
坂
小
学
校
西
分
校

昭
和
三
十
三
年
度
複
式
学
級
生
徒
一
同

⑤
二
宮
金
次
郎
像

建
立
年
月
日
等
な
し

行
事
報
告

下
仁
田
町
自
然
史
館
で
博
物
館

実
習
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た

下
仁
田
町
自
然
史
館
で
博
物
館

実
習
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た

狭
き
庭
　遊
び
の
声
も
　消
え
さ
り
て

思
い
で
さ
そ
ふ
　木
造
校
舎

以下の村・西牧地域
に所属

　大平村
　森平村(馬居沢)
　坂詰村

・1875年(明治8) 
西野牧村

・1882年(明治15) 
東野牧村

・1889年(明治22)
坂牧村⇒小坂村
・1955年(昭和30)
下仁田町

・1874年(明治7) 
大平学校(永寿寺)

・1882年(明治15)
西牧東小学校
・1885年(明治18) 
第6小学校第一分校
以後、分校、独立校、
分校を繰り返えして
います。

・1964年(昭和39)
下仁田町立東野牧
小学校に独立
・1985年(昭和60)
小坂3校統合により
廃校となりました。

村の沿革 学校の沿革

（村・学校の沿革）（村・学校の沿革）

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより 語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
11
月
10
日
（
火
）
、
群
馬
県
庁
正
庁
の
間
に
お
い
て
、
保
健
事
業
等
功
労

者
知
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
下
仁
田
町
か
ら
２
名
の
方
が
保
健
事
業
へ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。 保

健
事
業
等
功
労
者
知
事
表
彰

【
自
治
功
労
】

下
仁
田
町
議
会
議
長

島
﨑
紘
一
氏

　
１
９
９
９
年
に
初
当
選
以

降
、
議
員
と
し
て
町
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
現
在
２
回
目
の

議
長
職
を
在
任
中
。
文
化
協

会
の
会
長
も
務
め
、
地
域
文

化
の
振
興
に
も
大
き
く
貢

献
。

【
県
土
整
備
】

群
馬
県
建
設
業
協
会

副
会
長
　
諸
星
和
夫
氏

　
諸
星
建
設
（
株
）
の
代
表

取
締
役
社
長
と
し
て
、
技
術

確
立
・
安
全
対
策
・
福
利
厚

生
を
強
化
し
、
社
会
資
本
の

整
備
に
尽
力
。
地
域
の
方
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
基
盤
整
備
を
け
ん
引
す

る
。

【自治功労】
下仁田町議会議長
島﨑紘一氏

【自治功労】
下仁田町議会議長
島﨑紘一氏

【県土整備】
群馬県建設業協会 副会長 諸星和夫氏

【県土整備】
群馬県建設業協会 副会長 諸星和夫氏

【健康増進（栄養・食生活改善）部門】
齋藤和子さん（馬山）

【健康増進（栄養・食生活改善）部門】
齋藤和子さん（馬山）

群
馬
県
功
労
者
表
彰

〜
地
域
発
展
に
大
き
な
貢
献
〜

群
馬
県
功
労
者
表
彰

〜
地
域
発
展
に
大
き
な
貢
献
〜

【
健
康
増
進（
栄
養
・
食
生
活
改

善
）部
門
】

齋
藤
和
子
さ
ん
（
馬
山
）

　
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
住
民
の
健
康
増
進
に
大
き

く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
保
健
部
門
】

大
井
田
文
雄
さ
ん
（
下
仁
田
）

　
薬
剤
師
と
し
て
地
域
保
健
事

業
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

【地域保健部門】
大井田文雄さん（下仁田）
【地域保健部門】

大井田文雄さん（下仁田）

広
報しもにた

荒
船
風
穴
の
経
営
母
体「
春
秋
館
」が
国
指
定
史
跡
に
な
り
ま
す

荒
船
風
穴
の
経
営
母
体「
春
秋
館
」が
国
指
定
史
跡
に
な
り
ま
す

　
「
春
秋
館
」
の
名
は
「
荒
船
風
穴
」

を
利
用
し
、
春
か
ら
秋
ま
で
蚕
種
製

造
と
蚕
種
委
託
販
売
事
業
が
で
き
る

こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
荒
船
風
穴
に
貯
蔵
す
る
蚕
種

は
、
鉄
道
網
を
利
用
し
て
荷
馬
車
や

郵
送
で
「
春
秋
館
」
に
届
け
ら
れ
、

「
貯
蔵
前
後
保
管
倉
庫
」
に
一
旦
保

管
さ
れ
た
後
、
出
穴
の
時
期
ご
と
に

仕
分
け
さ
れ
荒
船
風
穴
に
入
穴
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
荒
船
風
穴
と
一
体

的
か
つ
重
要
な
施
設
で
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
の
経
過

こ
れ
ま
で
の
経
過

●
平
成
22
年
２
月

「
荒
船
風
穴
」
が
国
指
定
史
跡
に

指
定

●
平
成
25
年
１
月

「
春
秋
館
文
書
」
が
町
指
定
文
化

財
に
指
定

●
平
成
26
年
２
月

「
春
秋
館
文
書
」
が
ぐ
ん
ま
絹
遺

産
に
登
録

●
平
成
26
年
６
月

「
荒
船
風
穴
」
が
「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
構
成
資
産

と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

●
平
成
29
年
12
月

「
春
秋
館
跡
」
が
所
有
者
か
ら
下

仁
田
町
に
寄
贈

●
平
成
30
年
３
月

「
春
秋
館
跡
」
が
下
仁
田
町
指
定

史
跡
に
指
定

●
平
成
31
年
１
月

「
春
秋
館
跡
」
が
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

に
登
録

●
令
和
２
年
11
月

「
春
秋
館
跡
」
が
国
指
定
史
跡
に

答
申

●
史
跡
名
称

●
所
在
地

下
仁
田
町
大
字
西
野
牧
字
根
小
屋

●
春
秋
館
と
は
？

　
「
春
秋
館
」
は
、
蚕
種
生
産
・

蚕
飼
育
を
行
っ
て
い
た
庭
屋
静
太

郎
が
南
野
牧
屋
敷
地
区
の
強
力
な

冷
風
を
利
用
し
て
建
造
し
た
巨
大

な
蚕
種
貯
蔵
所
「
荒
船
風
穴
」
の

経
営
母
体
と
し
て
、
１
９
０
１
年

（
明
治
34
年
）
〜
１
９
３
８
年

（
昭
和
13
年
）
頃
ま
で
稼
働
し
て

い
ま
し
た
。

　
蚕
種
製
造
か
ら
事
業
を
拡
大

し
、
種
紙
受
託
業
や
他
の
蚕
種
製

造
家
の
種
紙
を
保
管
し
て
販
売
す

る
委
託
販
売
な
ど
効
率
的
に
機
能

分
化
す
る
こ
と
で
蚕
種
製
造
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
、
生
糸
の
大
量
生

産
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
春
秋
館
跡
に
は
、
主
屋
（
居
宅

兼
事
務
所
）
・
土
蔵
（
貯
蔵
前
後

保
管
倉
庫
）
・
蚕
室
（
蚕
種
生
産

用
）
が
あ
り
、
１
９
１
２
年
（
明

治
45
年
）
当
時
の
営
業
案
内
中
の

写
真
と
同
じ
形
態
で
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
か
ん
あ
と

「
春
秋
館
跡
」
　

祝  国指定「春秋館」祝  国指定「春秋館」

現在の外観現在の外観

営業当時の様子営業当時の様子
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
11
月
10
日
（
火
）
、
群
馬
県
庁
正
庁
の
間
に
お
い
て
、
保
健
事
業
等
功
労

者
知
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
下
仁
田
町
か
ら
２
名
の
方
が
保
健
事
業
へ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。 保

健
事
業
等
功
労
者
知
事
表
彰

【
自
治
功
労
】

下
仁
田
町
議
会
議
長

島
﨑
紘
一
氏

　
１
９
９
９
年
に
初
当
選
以

降
、
議
員
と
し
て
町
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
現
在
２
回
目
の

議
長
職
を
在
任
中
。
文
化
協

会
の
会
長
も
務
め
、
地
域
文

化
の
振
興
に
も
大
き
く
貢

献
。

【
県
土
整
備
】

群
馬
県
建
設
業
協
会

副
会
長
　
諸
星
和
夫
氏

　
諸
星
建
設
（
株
）
の
代
表

取
締
役
社
長
と
し
て
、
技
術

確
立
・
安
全
対
策
・
福
利
厚

生
を
強
化
し
、
社
会
資
本
の

整
備
に
尽
力
。
地
域
の
方
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
基
盤
整
備
を
け
ん
引
す

る
。

【自治功労】
下仁田町議会議長
島﨑紘一氏

【自治功労】
下仁田町議会議長
島﨑紘一氏

【県土整備】
群馬県建設業協会 副会長 諸星和夫氏

【県土整備】
群馬県建設業協会 副会長 諸星和夫氏

【健康増進（栄養・食生活改善）部門】
齋藤和子さん（馬山）

【健康増進（栄養・食生活改善）部門】
齋藤和子さん（馬山）

群
馬
県
功
労
者
表
彰

〜
地
域
発
展
に
大
き
な
貢
献
〜

群
馬
県
功
労
者
表
彰

〜
地
域
発
展
に
大
き
な
貢
献
〜

【
健
康
増
進（
栄
養
・
食
生
活
改

善
）部
門
】

齋
藤
和
子
さ
ん
（
馬
山
）

　
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
住
民
の
健
康
増
進
に
大
き

く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
保
健
部
門
】

大
井
田
文
雄
さ
ん
（
下
仁
田
）

　
薬
剤
師
と
し
て
地
域
保
健
事

業
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

【地域保健部門】
大井田文雄さん（下仁田）
【地域保健部門】

大井田文雄さん（下仁田）

広
報しもにた

荒
船
風
穴
の
経
営
母
体「
春
秋
館
」が
国
指
定
史
跡
に
な
り
ま
す

荒
船
風
穴
の
経
営
母
体「
春
秋
館
」が
国
指
定
史
跡
に
な
り
ま
す

　
「
春
秋
館
」
の
名
は
「
荒
船
風
穴
」

を
利
用
し
、
春
か
ら
秋
ま
で
蚕
種
製

造
と
蚕
種
委
託
販
売
事
業
が
で
き
る

こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
荒
船
風
穴
に
貯
蔵
す
る
蚕
種

は
、
鉄
道
網
を
利
用
し
て
荷
馬
車
や

郵
送
で
「
春
秋
館
」
に
届
け
ら
れ
、

「
貯
蔵
前
後
保
管
倉
庫
」
に
一
旦
保

管
さ
れ
た
後
、
出
穴
の
時
期
ご
と
に

仕
分
け
さ
れ
荒
船
風
穴
に
入
穴
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
荒
船
風
穴
と
一
体

的
か
つ
重
要
な
施
設
で
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
の
経
過

こ
れ
ま
で
の
経
過

●
平
成
22
年
２
月

「
荒
船
風
穴
」
が
国
指
定
史
跡
に

指
定

●
平
成
25
年
１
月

「
春
秋
館
文
書
」
が
町
指
定
文
化

財
に
指
定

●
平
成
26
年
２
月

「
春
秋
館
文
書
」
が
ぐ
ん
ま
絹
遺

産
に
登
録

●
平
成
26
年
６
月

「
荒
船
風
穴
」
が
「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
構
成
資
産

と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

●
平
成
29
年
12
月

「
春
秋
館
跡
」
が
所
有
者
か
ら
下

仁
田
町
に
寄
贈

●
平
成
30
年
３
月

「
春
秋
館
跡
」
が
下
仁
田
町
指
定

史
跡
に
指
定

●
平
成
31
年
１
月

「
春
秋
館
跡
」
が
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

に
登
録

●
令
和
２
年
11
月

「
春
秋
館
跡
」
が
国
指
定
史
跡
に

答
申

●
史
跡
名
称

●
所
在
地

下
仁
田
町
大
字
西
野
牧
字
根
小
屋

●
春
秋
館
と
は
？

　
「
春
秋
館
」
は
、
蚕
種
生
産
・

蚕
飼
育
を
行
っ
て
い
た
庭
屋
静
太

郎
が
南
野
牧
屋
敷
地
区
の
強
力
な

冷
風
を
利
用
し
て
建
造
し
た
巨
大

な
蚕
種
貯
蔵
所
「
荒
船
風
穴
」
の

経
営
母
体
と
し
て
、
１
９
０
１
年

（
明
治
34
年
）
〜
１
９
３
８
年

（
昭
和
13
年
）
頃
ま
で
稼
働
し
て

い
ま
し
た
。

　
蚕
種
製
造
か
ら
事
業
を
拡
大

し
、
種
紙
受
託
業
や
他
の
蚕
種
製

造
家
の
種
紙
を
保
管
し
て
販
売
す

る
委
託
販
売
な
ど
効
率
的
に
機
能

分
化
す
る
こ
と
で
蚕
種
製
造
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
、
生
糸
の
大
量
生

産
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
春
秋
館
跡
に
は
、
主
屋
（
居
宅

兼
事
務
所
）
・
土
蔵
（
貯
蔵
前
後

保
管
倉
庫
）
・
蚕
室
（
蚕
種
生
産

用
）
が
あ
り
、
１
９
１
２
年
（
明

治
45
年
）
当
時
の
営
業
案
内
中
の

写
真
と
同
じ
形
態
で
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
か
ん
あ
と

「
春
秋
館
跡
」
　

祝  国指定「春秋館」祝  国指定「春秋館」

現在の外観現在の外観

営業当時の様子営業当時の様子
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

●
事
務
所
・
飲
食
店
・
物
品
販
売
店
・

ホ
テ
ル
・
社
会
福
祉
施
設
等
の
防
火

対
策
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
火
気
管
理
の
徹
底

②
避
難
誘
導
体
制
の
確
保

③
放
火
防
止
対
策
の
徹
底

④
消
防
設
備
の
適
正
な
維
持
管
理

　
1
1
0
番
は
事
件
や
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
に
皆
さ
ん
の
安

全
を
守
る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

通
報
の
時
は
、

①
何
が
あ
っ
た
の
か

②
い
つ
あ
っ
た
の
か

③ 

ど
こ
で
あ
っ
た
の
か

を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
、
事
件
や

事
故
を
早
く
解
決
す
る
決
め
手
と

な
り
ま
す
の
で
警
察
官
に
落
ち
着

い
て
状
況
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ

る
方
の
た
め
の
緊
急
通
報
用
と
し

て
、
文
字
入
力
に
よ
り
通
報
が
で
き

る
1
1
0
番
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
も

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
持
ち
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
「
1
1
0
番
ア
プ
リ
シ
ス

テ
ム
」
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、お
名
前
、ご
住
所
な
ど
の
必
要
事

午
後
５
時
15
分

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6

（
代
表
）

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
始
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
北
朝

鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑
事
案
」
及
び

「
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い

事
案
」
に
関
す
る
情
報
提
供
等
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

富
岡
警
察
署 

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場 

福
祉
課

役
場
内
線
3
2
0
・
3
2
5

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
12
月
4
日
か

ら
10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
72
回

人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
各

種
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内

の
各
市
町
村
に
お
い
て
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
等
、
人
権
問
題

や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

お
気
軽
に
お
近
く
の
特
設
人
権
相

談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
け
る
特
設
相
談

所
開
設
の
日
程
や
会
場
等
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
設
人
権
相
談
所
へ
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
は
、
通
常
ど
お
り

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支
局
で

も
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、御
利
用
く
だ
さ
い
。

●
通
常
相
談
窓
口

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
受
付
時
間
　
平
日
8
時
30
分
〜

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

下
仁
田
厚
生
病
院

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
受
付
は
１２
月
２１
日

ま
で
で
す

1
月
10
日
は

「
1
1
0
番
の
日
」で
す

「
第
72
回
人
権
週
間
」に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
12
月
25

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
令
和
３

年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

●
申
込
期
限

令
和
２
年
12
月
１
日（
火
）〜

令
和
２
年
12
月
25
日（
金
）

●
任
用
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

※
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必

要
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

☎
82
―
３
５
５
５

　
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
暖

房
器
具
や
火
気
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、
年
末

年
始
に
は
外
出
な
ど
で
家
を
空
け

た
り
、
事
務
所
も
無
人
に
な
り
が
ち

で
す
。か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
、
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
命
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
〜
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
〜

★
3
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

★
4
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

項
を
登
録
の
上
、
ご
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。緊
急
で
な
い
警
察
へ
の
ご
相

談
は
「
♯
９
１
１
０
」
又
は
専
用
電

話「
☎
0
2
7
―
2
2
4
―
8
0
8
0
」

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
富
岡

警
察
署
、
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
1
1
0
番
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
警
察
署
　
☎
62
―
0
1
1
0

　
現
在
役
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
る
同
義
援
金
の
受

付
は
、
12
月
21
日（
月
）を
も
っ
て
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も

平
日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

●
受
付
場
所
　
役
場 

福
祉
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
１
月
５
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所 

　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
や
管
理
さ

れ
て
い
な
い
土
地
な
ど
、
人
眼
に
つ

か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ゴ
ミ
の
投
棄
を

繰
り
返
す
、
悪
質
な
不
法
投
棄
が
発

生
し
て
い
ま
す
。自
分
の
土
地
に
不

法
投
棄
を
さ
れ
な
い
よ
う
定
期
的

な
草
刈
り
や
見
回
り
を
行
い
、
し
っ

か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。投
棄
し
た

人
が
不
明
の
場
合
は
土
地
の
所
有

者
が
片
づ
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
早
期

発
見
・
早
期
撤
去
の
た
め
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

☎
0
2
7
―
3
2
3
―
5
5
3
0

　
下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議

会
主
催
の
か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
参
加
者
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
判

断
し
、
大
会
の
中
止
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
並
び
に
参
加
を
予
定
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係（
☎
82
―
２
１
１
５
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

富
岡
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談

12
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す

不
法
投
棄
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

U
RL：

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

第
３８
回 

下
仁
田
町
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会
の
中
止
に
つ
い
て
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

●
事
務
所
・
飲
食
店
・
物
品
販
売
店
・

ホ
テ
ル
・
社
会
福
祉
施
設
等
の
防
火

対
策
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
火
気
管
理
の
徹
底

②
避
難
誘
導
体
制
の
確
保

③
放
火
防
止
対
策
の
徹
底

④
消
防
設
備
の
適
正
な
維
持
管
理

　
1
1
0
番
は
事
件
や
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
に
皆
さ
ん
の
安

全
を
守
る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

通
報
の
時
は
、

①
何
が
あ
っ
た
の
か

②
い
つ
あ
っ
た
の
か

③ 

ど
こ
で
あ
っ
た
の
か

を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
、
事
件
や

事
故
を
早
く
解
決
す
る
決
め
手
と

な
り
ま
す
の
で
警
察
官
に
落
ち
着

い
て
状
況
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ

る
方
の
た
め
の
緊
急
通
報
用
と
し

て
、
文
字
入
力
に
よ
り
通
報
が
で
き

る
1
1
0
番
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
も

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
持
ち
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
「
1
1
0
番
ア
プ
リ
シ
ス

テ
ム
」
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、お
名
前
、ご
住
所
な
ど
の
必
要
事

午
後
５
時
15
分

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6

（
代
表
）

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
始
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
北
朝

鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑
事
案
」
及
び

「
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い

事
案
」
に
関
す
る
情
報
提
供
等
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

富
岡
警
察
署 

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場 

福
祉
課

役
場
内
線
3
2
0
・
3
2
5

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
12
月
4
日
か

ら
10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
72
回

人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
各

種
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内

の
各
市
町
村
に
お
い
て
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
等
、
人
権
問
題

や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

お
気
軽
に
お
近
く
の
特
設
人
権
相

談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
各
市
町
村
に
お
け
る
特
設
相
談

所
開
設
の
日
程
や
会
場
等
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
設
人
権
相
談
所
へ
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
は
、
通
常
ど
お
り

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支
局
で

も
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、御
利
用
く
だ
さ
い
。

●
通
常
相
談
窓
口

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
受
付
時
間
　
平
日
8
時
30
分
〜

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

下
仁
田
厚
生
病
院

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
受
付
は
１２
月
２１
日

ま
で
で
す

1
月
10
日
は

「
1
1
0
番
の
日
」で
す

「
第
72
回
人
権
週
間
」に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
12
月
25

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
令
和
３

年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

●
申
込
期
限

令
和
２
年
12
月
１
日（
火
）〜

令
和
２
年
12
月
25
日（
金
）

●
任
用
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

※
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必

要
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

☎
82
―
３
５
５
５

　
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
暖

房
器
具
や
火
気
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、
年
末

年
始
に
は
外
出
な
ど
で
家
を
空
け

た
り
、
事
務
所
も
無
人
に
な
り
が
ち

で
す
。か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
、
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
命
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
〜
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
〜

★
3
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

★
4
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

項
を
登
録
の
上
、
ご
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。緊
急
で
な
い
警
察
へ
の
ご
相

談
は
「
♯
９
１
１
０
」
又
は
専
用
電

話「
☎
0
2
7
―
2
2
4
―
8
0
8
0
」

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
富
岡

警
察
署
、
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
1
1
0
番
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
警
察
署
　
☎
62
―
0
1
1
0

　
現
在
役
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
る
同
義
援
金
の
受

付
は
、
12
月
21
日（
月
）を
も
っ
て
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も

平
日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

●
受
付
場
所
　
役
場 

福
祉
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
１
月
５
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所 

　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
や
管
理
さ

れ
て
い
な
い
土
地
な
ど
、
人
眼
に
つ

か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ゴ
ミ
の
投
棄
を

繰
り
返
す
、
悪
質
な
不
法
投
棄
が
発

生
し
て
い
ま
す
。自
分
の
土
地
に
不

法
投
棄
を
さ
れ
な
い
よ
う
定
期
的

な
草
刈
り
や
見
回
り
を
行
い
、
し
っ

か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。投
棄
し
た

人
が
不
明
の
場
合
は
土
地
の
所
有

者
が
片
づ
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
早
期

発
見
・
早
期
撤
去
の
た
め
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

☎
0
2
7
―
3
2
3
―
5
5
3
0

　
下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議

会
主
催
の
か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
参
加
者
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
判

断
し
、
大
会
の
中
止
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
並
び
に
参
加
を
予
定
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係（
☎
82
―
２
１
１
５
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

富
岡
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談

12
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す

不
法
投
棄
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

U
RL：

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

第
３８
回 

下
仁
田
町
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会
の
中
止
に
つ
い
て
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
延
期
し
て
い
た
、第
50

回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が

11
月
１
日（
日
）サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。部
活
動
を
再
開
し
た
中
学

生
も
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

（
参
加
チ
ー
ム
数
一
般
６
・
中
学

生
８
）

第
５０
回
町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

石井　瑛士

栗原　拓也

鈴木　遥稀

高橋　　結

神谷　綾太

神谷　治彦

松原　勘佑

神谷　莉玖

一般の部

優　勝 下仁田中学校

下仁田中学校

下仁田クラブ

下仁田クラブ

準　優　勝

第　３　位

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済

手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業

界
を
や
め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法

人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要

経
費
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま

す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て

適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ

う
指
導
し
て
下
さ
い
。詳
し
い
こ
と

は
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

●
定
員
　
20
名（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
員
10
名

●
内
容
　
ハ
ー
リ
ー
船
体
験
、
沖
縄

伝
統
料
理
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
、

海
あ
そ
び
、
星
空
観
察
、
鍾
乳
洞
見

学
、ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
な
ど

●
参
加
費
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費

と
旅
費
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費

６
０
，０
０
０
円

●
含
ま
れ
る
も
の

施
設
利
用
費
、食
費
、教
材
費
、引
率

指
導
者
費
、保
険
代
な
ど

●
旅
費

　
沖
縄
ま
で
の
往
復
交
通
費
（
飛
行

機
／
Ｊ
Ｒ
）、バ
ス
代
、宿
泊
費
等

●
主
な
出
発
地
と
旅
費

全
国
各
地
よ
り
出
発
で
き
ま
す
（
左

記
以
外
の
出
発
も
可
能
で
す
。）

◯
小
学
生

宇
都
宮
駅
　
６
１
，０
０
０
円

羽
田
空
港
　
５
６
，０
０
０
円

●
締
切
り
　
12
月
７
日
　（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
―
６
８
２
５
―
３
１
３
０

℻
０
３
―
３
９
８
１
―
２
７
１
２

メ
ー
ル

〒
１
７
０
―
０
０
１
３
　
東
京
都

豊
島
区
東
池
袋
２
―
23
―
２
Ｕ
Ｂ

Ｇ
東
池
袋
ビ
ル
６
階

建
築
実
技
は
、
主
に
Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
使
用
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
資
格

建
築
関
係
事
業
所
後
継
者
（
労
災
保

険
加
入
者
）
お
よ
び
従
業
員
（
労
災

保
険
及
び
雇
用
保
険
加
入
者
）

●
訓
練
費
等

入
校
希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員

◯
木
造
建
築
科
　
10
人
（
申
込
者
が

少
人
数
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
し

ま
す
。）

◯
建
築
設
計
科
　
５
人
　（
申
込
者

が
少
人
数
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止

し
ま
す
。）

●
申
込
期
間

令
和
２
年
12
月
１
日
〜

令
和
３
年
１
月
31
日

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

（
☎
０
２
７
４
―
63
―
２
４
４
３
）

（
平
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

但
し
、年
末
年
始
を
除
く
）

●
期
間
　
令
和
２
年
12
月
26
日
　

（
土
）〜
30
日（
水
）４
泊
５
日

●
場
所

沖
縄
県
南
城
市
・
那
覇
市

●
対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）に
つ
い
て

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
3
年
度 

訓
練
生
募
集

　
12
月
か
ら
3
月
頃
に
か
け
て
、
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
る

と
水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。近
年
の
気
候
変
動
で
急
激

な
寒
波
等
が
発
生
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。配
管
が
凍
結
し
破
損

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
凍
結

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
道
の
凍
結
・
漏
水
を
防
ぐ
に
は

　
外
水
道
や
露
出
し
た
配
管
、
蛇
口

な
ど
に
は
保
温
材
や
毛
布
等
を
巻

い
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。水
道
メ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
（
水
道

メ
ー
タ
ー
は
貸
出
で
す
の
で
、
管
理

は
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

凍
結
に
よ
る
破
損
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。検
針
の
際
は
数
値
が
確
認
で

き
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
）。

　
ま
た
、
手
軽
な
凍
結
防
止
法
と
し

て
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
出
し
た

ま
ま
に
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
方
法
は
流
し
た
分
は
お
客
様

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
凍
結
し
水
が
出
な
い
、
水
道
管
が

破
損
し
漏
水
し
て
い
る
場
合

　
凍
結
し
水
が
出
な
い
場
合
は
、自
然

に
と
け
る
の
を
待
つ
か
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
た
上
か
ら
、ぬ
る
ま
湯
を
か

け
ゆ
っ
く
り
と
か
し
ま
し
ょ
う
。急
に

熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や
蛇
口
が

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
管
が
破
損
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
宅
地
内
の
止
水
栓
を
閉
め

町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。水
道
を
使
っ

て
い
な
い
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
の
円
盤
）
が
回
転
し
て
い
れ
ば
漏

水
し
て
お
り
ま
す
。町
指
定
の
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。給
水
管
は
個
人
管

理
な
の
で
修
理
費
は
お
客
様
負
担

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64
―
8
8
0
8（
直
通
）

　
現
在
、
２
ヶ
月
に
１
度
、
水
道
検

針
員
が
お
客
様
宅
へ
検
針
訪
問
し

て
お
り
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
上
に

物
が
あ
る
た
め
検
針
が
出
来
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
上
に
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〒
1
7
0
―
8
0
5
5 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
―
24
―

1 

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
0
3
―
6
7
3
1
―
2
8
8
9

℻
0
3
―
6
7
3
1
―
2
8
9
0

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
　
普
通
課
程
木
造

建
築
科
、
普
通
課
程
建
築
設
計
科
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

木
造
建
築
科
　
２
年（
昼
間
訓
練
）

建
築
設
計
科
　
２
年（
夜
間
訓
練
）

●
訓
練
日
数

◯
木
造
建
築
科
　（
昼
間
訓
練
）

月
に
３
日
〜
５
日

◯
建
築
設
計
科
　（
夜
間
訓
練
）

月
に
６
日
〜
９
日

●
訓
練
時
間

◯
木
造
建
築
科

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◯
建
築
設
計
科

午
後
６
時
〜
午
後
９
時
35
分

●
訓
練
内
容

◯
木
造
建
築
科

専
門
学
科
・
基
本
実
技

◯
建
築
設
計
科

建
築
物
の
製
図
、写
図
、設
計
に
お
け

る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

第
3
回 

沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
わ
く
わ
く
海
あ
そ
び

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

info@
kskk.or.jp

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

12
月

13
・
31

6
・
30

202729

1
月

1
・
24

10

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

11
2
・
31

3
・
17

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
延
期
し
て
い
た
、第
50

回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が

11
月
１
日（
日
）サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。部
活
動
を
再
開
し
た
中
学

生
も
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

（
参
加
チ
ー
ム
数
一
般
６
・
中
学

生
８
）

第
５０
回
町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

石井　瑛士

栗原　拓也

鈴木　遥稀

高橋　　結

神谷　綾太

神谷　治彦

松原　勘佑

神谷　莉玖

一般の部

優　勝 下仁田中学校

下仁田中学校

下仁田クラブ

下仁田クラブ

準　優　勝

第　３　位

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済

手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業

界
を
や
め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法

人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要

経
費
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま

す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て

適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ

う
指
導
し
て
下
さ
い
。詳
し
い
こ
と

は
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

●
定
員
　
20
名（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
員
10
名

●
内
容
　
ハ
ー
リ
ー
船
体
験
、
沖
縄

伝
統
料
理
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
、

海
あ
そ
び
、
星
空
観
察
、
鍾
乳
洞
見

学
、ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
な
ど

●
参
加
費
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費

と
旅
費
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費

６
０
，０
０
０
円

●
含
ま
れ
る
も
の

施
設
利
用
費
、食
費
、教
材
費
、引
率

指
導
者
費
、保
険
代
な
ど

●
旅
費

　
沖
縄
ま
で
の
往
復
交
通
費
（
飛
行

機
／
Ｊ
Ｒ
）、バ
ス
代
、宿
泊
費
等

●
主
な
出
発
地
と
旅
費

全
国
各
地
よ
り
出
発
で
き
ま
す
（
左

記
以
外
の
出
発
も
可
能
で
す
。）

◯
小
学
生

宇
都
宮
駅
　
６
１
，０
０
０
円

羽
田
空
港
　
５
６
，０
０
０
円

●
締
切
り
　
12
月
７
日
　（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
―
６
８
２
５
―
３
１
３
０

℻
０
３
―
３
９
８
１
―
２
７
１
２

メ
ー
ル

〒
１
７
０
―
０
０
１
３
　
東
京
都

豊
島
区
東
池
袋
２
―
23
―
２
Ｕ
Ｂ

Ｇ
東
池
袋
ビ
ル
６
階

建
築
実
技
は
、
主
に
Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
使
用
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
資
格

建
築
関
係
事
業
所
後
継
者
（
労
災
保

険
加
入
者
）
お
よ
び
従
業
員
（
労
災

保
険
及
び
雇
用
保
険
加
入
者
）

●
訓
練
費
等

入
校
希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員

◯
木
造
建
築
科
　
10
人
（
申
込
者
が

少
人
数
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
し

ま
す
。）

◯
建
築
設
計
科
　
５
人
　（
申
込
者

が
少
人
数
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止

し
ま
す
。）

●
申
込
期
間

令
和
２
年
12
月
１
日
〜

令
和
３
年
１
月
31
日

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

（
☎
０
２
７
４
―
63
―
２
４
４
３
）

（
平
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

但
し
、年
末
年
始
を
除
く
）

●
期
間
　
令
和
２
年
12
月
26
日
　

（
土
）〜
30
日（
水
）４
泊
５
日

●
場
所

沖
縄
県
南
城
市
・
那
覇
市

●
対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）に
つ
い
て

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
3
年
度 

訓
練
生
募
集

　
12
月
か
ら
3
月
頃
に
か
け
て
、
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
る

と
水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。近
年
の
気
候
変
動
で
急
激

な
寒
波
等
が
発
生
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。配
管
が
凍
結
し
破
損

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
凍
結

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
道
の
凍
結
・
漏
水
を
防
ぐ
に
は

　
外
水
道
や
露
出
し
た
配
管
、
蛇
口

な
ど
に
は
保
温
材
や
毛
布
等
を
巻

い
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。水
道
メ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
（
水
道

メ
ー
タ
ー
は
貸
出
で
す
の
で
、
管
理

は
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

凍
結
に
よ
る
破
損
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。検
針
の
際
は
数
値
が
確
認
で

き
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
）。

　
ま
た
、
手
軽
な
凍
結
防
止
法
と
し

て
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
出
し
た

ま
ま
に
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
方
法
は
流
し
た
分
は
お
客
様

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
凍
結
し
水
が
出
な
い
、
水
道
管
が

破
損
し
漏
水
し
て
い
る
場
合

　
凍
結
し
水
が
出
な
い
場
合
は
、自
然

に
と
け
る
の
を
待
つ
か
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
た
上
か
ら
、ぬ
る
ま
湯
を
か

け
ゆ
っ
く
り
と
か
し
ま
し
ょ
う
。急
に

熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や
蛇
口
が

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
管
が
破
損
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
宅
地
内
の
止
水
栓
を
閉
め

町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。水
道
を
使
っ

て
い
な
い
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
の
円
盤
）
が
回
転
し
て
い
れ
ば
漏

水
し
て
お
り
ま
す
。町
指
定
の
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。給
水
管
は
個
人
管

理
な
の
で
修
理
費
は
お
客
様
負
担

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64
―
8
8
0
8（
直
通
）

　
現
在
、
２
ヶ
月
に
１
度
、
水
道
検

針
員
が
お
客
様
宅
へ
検
針
訪
問
し

て
お
り
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
上
に

物
が
あ
る
た
め
検
針
が
出
来
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
上
に
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〒
1
7
0
―
8
0
5
5 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
―
24
―

1 

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
0
3
―
6
7
3
1
―
2
8
8
9

℻
0
3
―
6
7
3
1
―
2
8
9
0

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
　
普
通
課
程
木
造

建
築
科
、
普
通
課
程
建
築
設
計
科
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

木
造
建
築
科
　
２
年（
昼
間
訓
練
）

建
築
設
計
科
　
２
年（
夜
間
訓
練
）

●
訓
練
日
数

◯
木
造
建
築
科
　（
昼
間
訓
練
）

月
に
３
日
〜
５
日

◯
建
築
設
計
科
　（
夜
間
訓
練
）

月
に
６
日
〜
９
日

●
訓
練
時
間

◯
木
造
建
築
科

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◯
建
築
設
計
科

午
後
６
時
〜
午
後
９
時
35
分

●
訓
練
内
容

◯
木
造
建
築
科

専
門
学
科
・
基
本
実
技

◯
建
築
設
計
科

建
築
物
の
製
図
、写
図
、設
計
に
お
け

る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

第
3
回 

沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
わ
く
わ
く
海
あ
そ
び

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

info@
kskk.or.jp

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

12
月

13
・
31

6
・
30

202729

1
月

1
・
24

10

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

11
2
・
31

3
・
17

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
名
滝
や
風
を
興
し
つ
紅
葉
散
り

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
風
に
舞
う
モ
ミ
ジ
く
る
く
る
小
判
舞
い
（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
今
日
も
楽
し
く
デ
イ
の
風
呂
身
を
清
め
れ
ば
何
時
し
か
合
唱
い
い
湯
だ
な 
（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
台
風
の
近
ず
く
気
配
に
黒
南
風
は
コ
ス
モ
ス
ゆ
ら
す
折
れ
ん
ば
か
り
に

　

  

（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
朝
夕
の
風
の
冷
た
さ
肌
に
し
み
紅
き
衣
に
山
は
包
ま
れ

　
　
　
　
　

 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

ぼ
っ
こ
ん
り
ん
り

は
え

【
星
俳
句
会
下
仁
田
支
部
十
月
句
会
】

■
木
犀
の
香
を
濡
ら
し
継
ぐ
雨
の
音

　
　
　
　吉
田
文
子

■
空
深
し
一
途
に
低
く
草
の
花

　
　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
コ
ス
モ
ス
や
三
山
望
む
花
の
丘

　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
三
つ
巴
絡
み
合
っ
て
は
秋
の
蝶

　
　
　
　
　新
井
笑
子

■
秋
天
に
墨
痕
淋
漓
映
え
て
を
り

　
　
　
　
　佐
藤
信
香

■
風
に
彩
色
に
香
を
乗
せ
小
菊
か
な

　
　
　
　
藤
悦
子

■
秋
冷
や
も
ろ
に
受
け
居
る
気
温
の
差

　
　
　須
藤
禮
子

■
甥
は
も
う
声
変
わ
り
し
て
体
育
祭

　
　
　
　永
井
波
江

■
夕
映
え
の
彩
を
囃
し
て
花
す
す
き

　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
雨
垂
れ
の
音
が
秋
冷
連
れ
て
来
る

　
　
　
　今
井
陽
子

10月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

幡大介

稲葉稔

藤原緋沙子

畠山健二

書名

大富豪同心シリーズ

研ぎ師人情始末シリーズ

ほたる茶屋

本所おけら長屋シリーズ

著者名

キム・フィナム

スタジオジブリ

岡崎光子

書名

はみがき探偵

スタジオジブリのいろんなくらし

私たちの好きな服とバッグ

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

令和２年
12月1日発行
437号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

　長
年
に
わ
た
り
下
仁
田
町
社

会
教
育
委
員
と
し
て
活
動
さ

れ
、
現
在
ま
で
町
の
社
会
教
育

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
岡
野
弘

子
さ
ん
が
群
馬
県
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
、
甘
楽
郡
社
会

教
育
振
興
協
議
会
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
群
馬
県

社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

令
和
2
年
度
甘
楽
郡

社
会
教
育
振
興

協
議
会
表
彰

免疫力アップ！病気に負けない自宅でできるセルフケア講座免疫力アップ！病気に負けない自宅でできるセルフケア講座

●場　所
下仁田町公民館 3階 談話室
●参加費
1,000円（お灸付き）
●定　員
10名（先着順）
●申込先
公民館　☎82-3535
12月28日（月）まで
●持ち物
筆記用具・ライター

すぐに使える「ツボ」がわかる
はじめてでもわかりやすいお灸の話
免疫力を高めて、身体スッキリ

鍼灸師 ハリリーナ茂木雅恵先生の鍼灸師 ハリリーナ茂木雅恵先生の

新型コロナ感染症予防対策をしながら少人数の開催となります。参加する際は、マスク着用にご協力ください。

1月8日（金）
19:00～20:30
1月8日（金）
19:00～20:30

中澤一夫さんのそば打ち教室中澤一夫さんのそば打ち教室

●場　所
下仁田町公民館 2階 栄養学習室
●参加費
800円
●定　員
12名（先着順）
●申込先
公民館　☎82-3535
12月15日（火）まで
●持ち物
エプロン、三角巾、
持ち帰り用の容器
（タッパーまたはビニール袋）
※打ったそば（3人前）は
　お持ち帰りいただきます

北海道産の新そば粉でそば打ち体験
はじめてでもわかりやすいそば打ち
そばをおいしく茹でるコツ

西牧のそば打ち職人西牧のそば打ち職人

12月23日（水）
9:30～12:00
12月23日（水）
9:30～12:00
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10月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

幡大介

稲葉稔

藤原緋沙子

畠山健二

書名

大富豪同心シリーズ

研ぎ師人情始末シリーズ

ほたる茶屋

本所おけら長屋シリーズ

著者名

キム・フィナム

スタジオジブリ

岡崎光子

書名

はみがき探偵

スタジオジブリのいろんなくらし

私たちの好きな服とバッグ

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

令和２年
12月1日発行
437号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

　長
年
に
わ
た
り
下
仁
田
町
社

会
教
育
委
員
と
し
て
活
動
さ

れ
、
現
在
ま
で
町
の
社
会
教
育

の
振
興
に
尽
力
さ
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野
弘
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さ
ん
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委

員
連
絡
協
議
会
、
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郡
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興
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よ
り
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れ
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れ
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彰
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免疫力アップ！病気に負けない自宅でできるセルフケア講座免疫力アップ！病気に負けない自宅でできるセルフケア講座

●場　所
下仁田町公民館 3階 談話室
●参加費
1,000円（お灸付き）
●定　員
10名（先着順）
●申込先
公民館　☎82-3535
12月28日（月）まで
●持ち物
筆記用具・ライター

すぐに使える「ツボ」がわかる
はじめてでもわかりやすいお灸の話
免疫力を高めて、身体スッキリ

鍼灸師 ハリリーナ茂木雅恵先生の鍼灸師 ハリリーナ茂木雅恵先生の

新型コロナ感染症予防対策をしながら少人数の開催となります。参加する際は、マスク着用にご協力ください。

1月8日（金）
19:00～20:30
1月8日（金）
19:00～20:30

中澤一夫さんのそば打ち教室中澤一夫さんのそば打ち教室

●場　所
下仁田町公民館 2階 栄養学習室
●参加費
800円
●定　員
12名（先着順）
●申込先
公民館　☎82-3535
12月15日（火）まで
●持ち物
エプロン、三角巾、
持ち帰り用の容器
（タッパーまたはビニール袋）
※打ったそば（3人前）は
　お持ち帰りいただきます

北海道産の新そば粉でそば打ち体験
はじめてでもわかりやすいそば打ち
そばをおいしく茹でるコツ
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健康健康

　現
在
、
予
約
を
随
時
受
付
中
で

す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0
）
に

お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

報
11
月
号
（
21
ペ
ー
ジ
）
・
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。　ま

た
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
で
、
変

更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
（
自
己
負
担
金
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
5
0
0
円
） 

　令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
、

　

　20
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

・
乳
が
ん
検
診
（
1
，
0
0
0
円
）

　令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
、

　40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

　今
年
度
の
個
別
健
診
は
残
り
2

か
月
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
予

約
を
随
時
受
付
中
で
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
0
2
7
4
―
82
―

5
4
9
0
）
に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
年
の
健
診
（
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・

が
ん
検
診
等
）
は
お
済
み
で
す
か
？

事前予約制

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

事前予約制

※国保・後期人間ドックと重複受診はできませんのでご注意ください。

予約締切

期　　間

受付時間

場　　所

結核検診
について

持ち物

健診内容

注意事項

問い合わせ・申込先

令和3年1月15日（金）

●国保特定健康診査（無料）　●後期高齢者健康診査（無料）
●若年者健康診査（1,000円）
●結核（レントゲン）検診（500円※64歳以上は無料）
●肺がん検診（500円）　●大腸がん検診（500円）
●前立腺がん検診（1,000円）
●骨密度測定（500円）　●胃がんリスク検査（500円）
●肝炎ウイルス検査（無料）
※保険資格や年齢等により受診できる項目が変わります

・感染症法により65歳以上の方は、年1回結核検診（胸部レントゲン撮影）
　を受診しなければなりません
・対象者には11月中旬にはがきを郵送しましたのでご確認ください

・健診当日自宅で検温をお願いします。
　（37.0℃以上の方は健診をご遠慮ください）
・マスクの着用をお願いします。

保険証（国保特定健康診査希望者のみ）・受診料・質問票

保健課 保健推進係 （保健センター内）　☎0274-82-5490

11：30～12：00　※レントゲンのみの方は14：00～14：30

下仁田厚生病院

令和2年12月1日（火）～令和3年1月29日（金）の月～金曜日　
※土日、祝・祭日、年末年始（12/26～1/3）は除く 

ジェネリック医薬品の
利用にご協力を

　ジェネリック医薬品は、低
価格なのに安全性や効き目は
新薬と同じと認められている
後発医薬品のことです。新薬
に比べて価格が安く、薬代を
節約できます。
　自己負担額も安くなるの
で、医師や薬剤師と相談の
上、ご利用にご協力をお願い
します。
　「ジェネリック医薬品希望
カード」は、国保係の窓口で
配布しております。
注：ジェネリック医薬品に変
更しても医療費が安くならな
い場合や取扱いがない場合も
あります。

●問い合わせ
　福祉課　国保係
　☎６４－８８０１（直通）

令和２年１２月１８日（金）

令和３年　１月　６日（水）

令和３年　１月２３日（土）

令和３年　２月　３日（水）

活性化センター（本宿）

保健センター

保健センター

保健センター

西牧地区

青倉・小坂地区

馬山地区

下仁田地区

日　　程 会　　場 対象地区

◆集団検診日程（他地区でも受診可能です）

13：00～13：15

①13：15～13：30

②13：30～13：45

③13：45～14：00

④14：00～14：15

13：00～13：15

乳がんのみ 乳・子宮頸がん 子宮頸がんのみ

◆受付時間（予約した受付時間内に会場へお越しください）

◆問い合わせ・申し込み先　保健課　保健推進係　(保健センター内)　☎８２－５４９０

発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
る
人
は
、
受
診
の

前
に
ま
ず
は
電
話
相

談
を
！

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期

に
備
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　なお、従前の「群馬県新型コロナウイルス感染症コールセンター」と
「帰国者・接触者相談センター」は廃止されました。

発熱や咳などの症状がある場合…
●かかりつけ医がいる方　 ⇒ 「かかりつけ医」に電話する　
●かかりつけ医がいない方 ⇒ 「群馬県受診・相談コールセンター」に電話する
　　　　　　　　　　　　　　（24時間対応 ・ 電話番号 0570‒082‒820）
◆「かかりつけ医」や「受診・相談センター」から、診療・検査ができる医療機
　関などを案内されます。受診の際はマスクの着用にご協力をお願いします。

町の応援者を紹介します！町の応援者を紹介します！ ☆商工会女性部の皆さま☆

（有）武井自動車　武井 容子様 （有）カネミ・さいとう　齋藤 月美様 （株）オギノケアサービス　荻野 香代子様

（有）花のたかはし　高橋 悦子様 （有）森川商店　森川 惠美子様 （有）たかはし文具店　高橋 文枝様

町の店舗
に

　 温か
い人、心

強いです
ね

町の店舗
に

　 温か
い人、心

強いです
ね

商工会女性部の誓いの言葉の中に、
「社会一般の福祉の増進に努め豊かな
町づくりの担い手となります」とあり
ます。益々、高齢化社会となる現在、
広く皆が認知症への理解を深め、認知
症となっても安心して暮らせる町づく
りのお役に立てたらと思います。

　町には、認知症の方やご家族を温かく見守ってくださる「認知症サポー
ター」の方がたくさんいます。
「認知症サポーター」とは、認知症の方やご家族の「応援者」です。
　今回は、商工会女性部の皆さまを今月・来月号にわたり、ご紹介させて
いただきます。2019年2月20日「認知症サポーター養成講座」を受講
していただきました。

元気な方でも何か不安な事がありまし
たら、お話し下さい。一緒に考えま
しょう。

認知症サポーター養成講座を受けて、
大変、参考になりました。認知症に
なっても安心して暮らせる町であって
ほしいと思いました。

高齢化が加速している下仁田町におい
て、地域ぐるみでサポートしていく取
り組みが重要だと感じます。微力なが
らお手伝いさせて頂きたいと思いま
す。

認知症サポーターは、特別なことをす
る人ではなく、認知症を理解し、その
家族を見守る応援者と学びました。認
知症になっても安心して笑顔で暮らせ
る下仁田町をみんなでつくっていく一
助になればと思います。

サポーターの名称のとおり、私達は特別
な資格や知識がある訳ではありません。
理解しようとする思いやりの気持ちを持っ
て、認知症の心配がある方が気後れせず、
町に出掛ける、必要な買物ができるなど
の事に寄り添って、お手伝いできればと思
います。お気軽にお声かけください。

認知症サポ
ーター

※こうした方々の理解と協力は、認知症の方の地域での生活の継続にとって大きな支えとなります。よろしくお願い致します♥
シリーズ　認知症　NO・７～認知症になっても安心して暮らせる町を目指して～



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

健康健康

　現
在
、
予
約
を
随
時
受
付
中
で

す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0
）
に

お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

報
11
月
号
（
21
ペ
ー
ジ
）
・
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。　ま

た
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
で
、
変

更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
（
自
己
負
担
金
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
5
0
0
円
） 

　令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
、

　

　20
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

・
乳
が
ん
検
診
（
1
，
0
0
0
円
）

　令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
、

　40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

　今
年
度
の
個
別
健
診
は
残
り
2

か
月
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
予

約
を
随
時
受
付
中
で
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
0
2
7
4
―
82
―

5
4
9
0
）
に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
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今
年
の
健
診
（
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・

が
ん
検
診
等
）
は
お
済
み
で
す
か
？

事前予約制

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

事前予約制

※国保・後期人間ドックと重複受診はできませんのでご注意ください。

予約締切

期　　間

受付時間

場　　所

結核検診
について

持ち物

健診内容

注意事項

問い合わせ・申込先

令和3年1月15日（金）

●国保特定健康診査（無料）　●後期高齢者健康診査（無料）
●若年者健康診査（1,000円）
●結核（レントゲン）検診（500円※64歳以上は無料）
●肺がん検診（500円）　●大腸がん検診（500円）
●前立腺がん検診（1,000円）
●骨密度測定（500円）　●胃がんリスク検査（500円）
●肝炎ウイルス検査（無料）
※保険資格や年齢等により受診できる項目が変わります

・感染症法により65歳以上の方は、年1回結核検診（胸部レントゲン撮影）
　を受診しなければなりません
・対象者には11月中旬にはがきを郵送しましたのでご確認ください

・健診当日自宅で検温をお願いします。
　（37.0℃以上の方は健診をご遠慮ください）
・マスクの着用をお願いします。

保険証（国保特定健康診査希望者のみ）・受診料・質問票

保健課 保健推進係 （保健センター内）　☎0274-82-5490

11：30～12：00　※レントゲンのみの方は14：00～14：30

下仁田厚生病院

令和2年12月1日（火）～令和3年1月29日（金）の月～金曜日　
※土日、祝・祭日、年末年始（12/26～1/3）は除く 

ジェネリック医薬品の
利用にご協力を

　ジェネリック医薬品は、低
価格なのに安全性や効き目は
新薬と同じと認められている
後発医薬品のことです。新薬
に比べて価格が安く、薬代を
節約できます。
　自己負担額も安くなるの
で、医師や薬剤師と相談の
上、ご利用にご協力をお願い
します。
　「ジェネリック医薬品希望
カード」は、国保係の窓口で
配布しております。
注：ジェネリック医薬品に変
更しても医療費が安くならな
い場合や取扱いがない場合も
あります。

●問い合わせ
　福祉課　国保係
　☎６４－８８０１（直通）

令和２年１２月１８日（金）

令和３年　１月　６日（水）

令和３年　１月２３日（土）

令和３年　２月　３日（水）

活性化センター（本宿）

保健センター

保健センター

保健センター

西牧地区

青倉・小坂地区

馬山地区

下仁田地区

日　　程 会　　場 対象地区

◆集団検診日程（他地区でも受診可能です）

13：00～13：15

①13：15～13：30

②13：30～13：45

③13：45～14：00

④14：00～14：15

13：00～13：15

乳がんのみ 乳・子宮頸がん 子宮頸がんのみ

◆受付時間（予約した受付時間内に会場へお越しください）

◆問い合わせ・申し込み先　保健課　保健推進係　(保健センター内)　☎８２－５４９０

発
熱
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に
ま
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は
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話
相

談
を
！
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に
ご
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。

　なお、従前の「群馬県新型コロナウイルス感染症コールセンター」と
「帰国者・接触者相談センター」は廃止されました。

発熱や咳などの症状がある場合…
●かかりつけ医がいる方　 ⇒ 「かかりつけ医」に電話する　
●かかりつけ医がいない方 ⇒ 「群馬県受診・相談コールセンター」に電話する
　　　　　　　　　　　　　　（24時間対応 ・ 電話番号 0570‒082‒820）
◆「かかりつけ医」や「受診・相談センター」から、診療・検査ができる医療機
　関などを案内されます。受診の際はマスクの着用にご協力をお願いします。

町の応援者を紹介します！町の応援者を紹介します！ ☆商工会女性部の皆さま☆

（有）武井自動車　武井 容子様 （有）カネミ・さいとう　齋藤 月美様 （株）オギノケアサービス　荻野 香代子様

（有）花のたかはし　高橋 悦子様 （有）森川商店　森川 惠美子様 （有）たかはし文具店　高橋 文枝様

町の店舗
に

　 温か
い人、心

強いです
ね

町の店舗
に

　 温か
い人、心

強いです
ね

商工会女性部の誓いの言葉の中に、
「社会一般の福祉の増進に努め豊かな
町づくりの担い手となります」とあり
ます。益々、高齢化社会となる現在、
広く皆が認知症への理解を深め、認知
症となっても安心して暮らせる町づく
りのお役に立てたらと思います。

　町には、認知症の方やご家族を温かく見守ってくださる「認知症サポー
ター」の方がたくさんいます。
「認知症サポーター」とは、認知症の方やご家族の「応援者」です。
　今回は、商工会女性部の皆さまを今月・来月号にわたり、ご紹介させて
いただきます。2019年2月20日「認知症サポーター養成講座」を受講
していただきました。

元気な方でも何か不安な事がありまし
たら、お話し下さい。一緒に考えま
しょう。

認知症サポーター養成講座を受けて、
大変、参考になりました。認知症に
なっても安心して暮らせる町であって
ほしいと思いました。

高齢化が加速している下仁田町におい
て、地域ぐるみでサポートしていく取
り組みが重要だと感じます。微力なが
らお手伝いさせて頂きたいと思いま
す。

認知症サポーターは、特別なことをす
る人ではなく、認知症を理解し、その
家族を見守る応援者と学びました。認
知症になっても安心して笑顔で暮らせ
る下仁田町をみんなでつくっていく一
助になればと思います。

サポーターの名称のとおり、私達は特別
な資格や知識がある訳ではありません。
理解しようとする思いやりの気持ちを持っ
て、認知症の心配がある方が気後れせず、
町に出掛ける、必要な買物ができるなど
の事に寄り添って、お手伝いできればと思
います。お気軽にお声かけください。

認知症サポ
ーター

※こうした方々の理解と協力は、認知症の方の地域での生活の継続にとって大きな支えとなります。よろしくお願い致します♥
シリーズ　認知症　NO・７～認知症になっても安心して暮らせる町を目指して～
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約３分間の健康講話が聞けます
月／医師はお腹の触診で何をみているのか　火／腰の痛みと椎間板ヘルニア
水／歯科診療と感染対策　　　木／ストレスと糖尿病
金／歯科からみた顔の歪み　　土日／ホワイトニング・歯を白くする
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆９日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン12月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）12月～1月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　12月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月25日（金）

12月8日（火）
1月12日（火）

1月29日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年8月～9月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和2年2月～3月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

令和元年5月～6月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月11日（金）
予約締切日
12月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆12月6日(日)宮崎誠先生(宮崎医院)
◆12月13日(日)菊池修先生(もみの木こどもクリニック)
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
12月7・14
　   21日（月）

12月21日（月）

12月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』 ～栄養編～

『フレイル予防講座』

・フレイル予防には、たんぱく質とエネルギー補給が大切です。
　毎日多様な食材を食べている方は、お歳を重ねても元気な生活をしています。
10種類の食品を毎日食べているかチェックしてみましょう
１日のうち「１回でも食べた場合」は１点です。

もう少し知りたいと思ったら…お出かけください

１２月の予定

問い合わせ先：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう
　　　　　③簡単お口の体操　等
申し込み：12月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：10人 ＊ 定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり
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　油を使った料理10

食事には、毎回主食
(ごはん・パン・麺な
ど)を。

目標は…
　１日７点以上を

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日
8（火）

21（月）

時　間
１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

14（月） １３：３０　～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？
●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

健康健康
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健康テレホン12月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）12月～1月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　12月 会場　富岡合同庁舎
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全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
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妊娠届出書
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平成２9年5月～6月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月11日（金）
予約締切日
12月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆12月6日(日)宮崎誠先生(宮崎医院)
◆12月13日(日)菊池修先生(もみの木こどもクリニック)
診療時間　午前９時～正午
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荒船風穴経営母体「春秋館」が国史跡に指定
P13 に詳細を記載しています。

1212

人口
　男
　女
世帯

（　10）
（　 6）
（　 4）
（　 0）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,048人
3,463人
3,585人
3,292世帯

転入  11人/  出生 1人
転出  7人/  死亡 15人

（11月1日現在）

（10月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年２０２０年 No776

月月

下仁田プライド in

先人の功績を

継承する文化財

10月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（勝　良）　
（正　彰）　
（利　子）
（建　已）　
（新太郎）
（　亘　）
（喜八郎）　
（伸　二）
（　昇　）　
（博　和）
（武　二）
（界　進）
（イチ子）
（　和　）　

吉　崎
城　西
吉　崎
矢　川
宮　室
西野牧
市ノ萱
上青倉
南野牧
蒔　田
矢　川
川　井
下　町
仲　町

岩﨑　歌野
直井　幸夫
神戸　清治
佐藤　花枝
佐藤　でん
佐藤　今子
黛　　加代子
神戸　德子
丹羽　初夫
下山　髙四郎
岡田　かをる
遠田　きよ
飯野　清一
小金澤　恒雄
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有
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広
告
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告


